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既
成
社
会
主
義
の
川
域
後
す
で
に
十
年
近
く
経
過
し
た
が
、
近
年
、
マ
ル
ク
ス
の
思
想
と
く
に
そ
の
市
民
社
会
論
に
か
ん
す
る
繊
論
が
（１）
内外で樅んとなっている。これは、「国家主筏的社会正雑」の挫折を経て、むしろマルクスの向山で水烙的な研究の
条件ができたことを意味する。当然だが、既成社会主義の淵源をマルクスの思想に遡及する場合は、この思想に残さ
れた可能性はない。だが、マルクスの思想をその市民社会論の視角からⅣ把握するとき、この理論的・突践的意漉は
む
し
ろ
現
代
に
お
い
て
拡
大
す
る
と
忠
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
マ
ル
ク
ス
の
巾
比
社
会
論
は
、
Ⅲ
米
の
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
、
、
、
、
充
分
に
究
明
さ
れ
ず
無
視
ま
た
は
隠
蔽
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
点
に
こ
そ
彼
の
思
想
の
真
髄
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
は
、
い
ま
だ
全
休
と
し
て
充
全
に
は
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
兼
者
も
、
現
代
に
お
け
る
民
主
主
義
や
社
会
主
義
の
あ
り
刀
を
考
察
す
る
な
か
で
、
マ
ル
ク
ス
の
市
比
社
会
論
の
砿
婆
性
を
認
識
し
い
く
ら
か
の
考
察
を
行
っ
てきた。この過程で確認したことは、マルクス市民社会論の従来の研究の不十分性である。それは、マルクス市民社
は
じ
め
に
マ
ル
ク
ス
の
市
民
社
会
論
ｌ
そ
の
思
想
史
的
位
世
と
肌
論
構
造
Ｉ
吉
川
傑
俊
２
マルクスの市民社会論
一
、
Ｍ
・
リ
ー
デ
ル
の
市
民
社
会
概
念
の
規
定
Ｍ・リーデルは、その「市民社会の概念史」の冒頭で、ヨーロッパ政治哲学における市民社会概念の展開をつぎの
三段階すなわち古典古代的、近代的、そしてマルクス的概念において次のように規定する（三・国８の一・．団騨§ぜ《汁訂
の①い⑮房３Ｐ燕，目のＱの日四の［・ュ⑫Ｃｐのロ伊の〆涛・ロ・・壜ｏ園＆（Ｓ農ＳＱｏ「§§凋司葛輿ｍＱｍ・の。。の，ｇ・『市民社会の慨
会
論
に
つ
い
て
の
、
第
一
に
、
市
民
社
会
理
論
全
体
の
思
想
史
的
系
譜
の
中
で
の
位
置
づ
け
で
あ
り
、
第
二
に
、
そ
の
理
論
的
構
造
の
認
識
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
前
背
は
、
マ
ル
ク
ス
の
市
比
社
会
論
が
、
西
欧
に
お
け
る
古
典
古
代
的
巾
比
社
会
論
や
近
代
市
民
社
会
論
の
系
譜
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
つ
の
か
、
つ
ま
り
そ
の
伝
統
を
継
承
す
る
の
か
断
絶
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
後
者
は
、
前
者
の
問
題
に
関
連
す
る
が
、
マ
ル
ク
ス
の
市
民
社
会
論
の
、
と
く
に
「
ソ
シ
エ
テ
・
シ
ビ
ル
」
概
念
の
規
定
を
中
心
と
す
る
、
そ
の
重
層
的
理
論
柵
造
を
い
か
に
把
掘
す
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
（２）
この視点からするとき、マルクス巾瓜社〈雪論の雌史的位悩づけについては、Ｍ・リーデル『市民社会の概念史」、
（３）
その理弘和的把握については小松善雄氏の「現代の社会Ⅱ歴史理論における市民社会概念の考察」が、最近の注目すべ
き研究成果と思える。これらの論稿は、前者は、西欧思想史における市民社会論の該博で周到な研究であり、後者は、
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
の
戦
後
日
本
の
論
研
究
を
ふ
ま
え
た
批
砿
な
問
題
提
起
で
あ
る
。
本
論
は
、
こ
れ
ら
の
論
稿
に
つ
い
て
の
批
判
的
検討をとおして、マルクス市民社会論の思想史的位世と理論柵造をさらに立ち入って究明し、その現代的意我を確認
す
る
こ
と
を
企
図
す
る
も
の
で
あ
る
。
ｌ
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
の
歴
史
的
位
世
３
イ
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
来
田
世
紀
中
頃
ま
で
通
用
し
た
市
民
社
会
概
念
は
、
「
市
民
が
自
由
で
平
等
に
共
存
し
、
政
治
的
支
配
形
態
に自ら服する社会または市民的共同体」であり、ギリシャ語のポリティヶ・コィノミァ剤。旨『言→註・巳§Ｐ
ラ
テ
ン
語
の
ソ
キ
ェ
タ
ス
・
キ
ウ
イ
リ
ス
⑩
。
Ｑ
の
厨
の
Ｑ
ぐ
屋
⑩
で
表
現
さ
れ
る
、
支
配
団
体
と
し
て
の
「
市
民
共
同
体
（
ポ
リ
ス
§胃の、キウイタスＱぐ愚の）」とその「公的Ⅱ政治的組織（コイノン【○ミミレス・プブリカ門の⑪ｂＰｇ８）」
を
意
味
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
市
民
社
会
は
「
政
治
的
支
配
形
式
」
つ
ま
り
「
国
家
」
（
当
時
の
ポ
リ
ス
）
と
同
義
で
あ
っ
た
。
ロ
、
四
世
紀
初
頭
に
始
ま
る
新
し
い
用
法
で
は
、
中
世
の
封
建
社
会
の
政
治
的
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
た
「
市
民
た
る
私
人
か
ら
な
る
社
会
」
を
意
味
し
た
。
つ
ま
り
、
市
民
社
会
は
、
い
ま
や
「
市
民
た
る
私
的
所
有
者
か
ら
な
る
社
会
」
「
物
に
た
い
す
る
経
済
的
支
配
だ
け
が
な
お
承
認
さ
れ
る
社
会
」
で
あ
り
、
「
非
国
家
的
非
政
治
的
緬
域
」
を
指
示
し
た
。
た
だ
し
、
目
山
主
義
の
伝
統
が
政
治
変
革に成功したイギリスやフランスなどの西欧諸国では、「シヴィル・ソサェティロぐ】］の。Ｑのｑ」や「ソシエテ・
シヴィル⑪ｇ】の①芯・目』の」は依然として「政治社会」と同義語であった。
ハ
、
市
民
社
会
概
念
が
近
代
世
界
の
社
会
的
関
連
の
な
か
で
多
義
的
に
な
っ
た
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
へ
の
移
行
期
に
、
こ
の
概
念
の
新
し
い
用
法
を
指
示
し
た
の
が
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
で
あ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
市
民
社
会
は
「
自
由
な
所
有
者
か
ら
な
る
人
格
的
結
合
体
」
と
い
う
自
由
主
義
的
モ
デ
ル
で
は
な
く
、
「
物
で
は
な
く
労
働
力
だ
け
を
も
つ
人
間
に
大
い
す
る
所
有
者
の
支
配
」
を
示
す
。
す
な
わ
ち
、
市
民
社
会
は
無
産
の
〈
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
〉
階
級
と
区
別
さ
れ
た
く
ブ
ル
ジ
ョ
ア
〉
的
有
産
階
級
つ
ま
り
「
資
本と労働の対立に基礎をおく一九世紀の〈ブルジョア社会因。月、の・厨、①の⑰］一の８沖〉」を意味する。
こ
う
し
た
規
定
を
も
と
に
、
リ
ー
デ
ル
は
、
市
民
社
会
概
念
の
「
言
語
連
関
系
」
を
以
下
の
よ
う
に
区
分
す
る
。
す
な
わ
ち
、
（
｜
）
古
典
期
ギ
リ
シ
ャ
政
治
学
か
ら
近
世
初
頭
の
自
然
法
論
に
お
よ
ぶ
、
ギ
リ
シ
ャ
Ⅱ
ラ
テ
ン
語
的
連
関
性
、
（
二
）
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
念史』、
イ、
、－週頁）。
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
定
式
化
し
た
古
代
的
市
民
社
会
概
念
、
ポ
リ
テ
ィ
ヶ
・
コ
イ
ノ
ミ
ァ
は
日
常
的
に
は
都
市
国
家
ポ
リ
ス
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
強
制
力
や
圧
制
で
は
な
く
、
法
の
原
理
に
も
と
ず
く
自
由
で
平
等
な
人
間
の
共
同
化
と
し
て
の
、
〈
市
民
社
命会〉」「自由なものとしての人間を原理とし、平等なものとしての市民を支配の主体とする〈社会〉」（ごｇの・目②》
一
三
、
準同、Ⅳ頁）である。つまり、それは、「人間の社会形式と支配形式」を基準化し、「人間社会の発展の目的であり〈規
松範〉である」ことによって、ポリスを他の社会から区別する概念である。この区別とは、第一に、〈都市ポリス〉と
趣く家オイコス〉の区別、つまり政治的なものと家政的なものとの区別、第一一に、自由人〈市民〉と非自由人〈非市
クル
民
〉
の
区
別
、
つ
ま
り
オ
イ
コ
ス
は
、
す
べ
て
の
市
民
に
共
通
な
も
の
と
し
て
の
ポ
リ
ス
と
い
う
〈
公
的
な
も
の
〉
か
ら
排
除
さ
れ
た
、
マ
〈私的なもの〉となる。市民は、〈国家〉と同視される市民社会の成員として、〈私的なもの〉を支配しつつ、家の主
の
社
会
革
命
連
動
が
そ
れ
を
目』・同、ｕ頁）、とする。
こ
う
し
た
規
定
を
、
リ
上
ように導く。
紀
に
か
け
て
自
然
法
論
よ
り
発
展
し
た
、
市
民
的
Ⅱ
自
由
主
義
的
連
関
性
、
（
三
）
そ
の
後
に
自
由
主
義
的
自
然
法
を
放
棄
し
た
、
社
会
主義的Ⅱ革命主義的連関性、（四）市民社会成立以後の市民社会の連関性である。その上で、彼は、とくにこうコメ
ン
ト
す
る
。
「
第
一
言
語
系
に
関
係
ず
け
ら
れ
る
市
民
社
会
の
ポ
リ
ス
モ
デ
ル
は
、
な
お
第
二
の
連
関
平
面
、
つ
ま
り
近
代
自
然
法
論
の
契
約
モ
デ
ル
に
お
い
て
も
作
用
し
て
お
り
、
後
に
第
三
の
局
面
に
な
っ
て
初
め
て
そ
の
受
け
継
が
れ
て
き
た
原
型
は
最
終
的
に
解
消
さ
れ
る。ここにいたって初めて市民社会概念のイデオロギー化の問題、つまりその複雑性ないし多義性の問題が生まれる」。
そ
し
て
、
こ
の
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
」
は
、
こ
の
概
念
を
「
政
治
的
Ⅱ
自
然
法
論
的
伝
統
」
に
よ
っ
て
便
川
す
る
基
準
が
失
わ
れ
、
近
代
の
社
会
革
命
連
動
が
そ
れ
を
「
社
会
の
政
治
的
な
グ
ル
ー
プ
分
け
」
の
基
準
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
（
ご
Ｐ
の
．
リ
ー
デ
ル
は
、
古
代
的
・
近
代
的
市
民
社
会
論
を
と
く
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
ヘ
ー
ゲ
ル
に
代
表
さ
せ
、
以
下
の
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人として労働と経済的生産の傲域から解放されているから、市民である。第三に、〈家政的な〉支配と〈市民的な〉
支
配
の
区
別
で
あ
り
、
前
者
は
、
奴
隷
・
子
供
・
妻
・
女
子
へ
の
強
制
力
に
よ
る
支
配
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、
自
由
人
に
よ
る
目
山人の支配であり、市民社会の秩序たる法を前提にする（旨Ｐの．目凹‐喫同、胆ｌⅣ頁）。
で
は
、
こ
の
古
代
的
市
民
社
会
概
念
は
、
近
代
に
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
へ
－
ゲ
ル
に
至
っ
た
の
か
。
リ
ー
デ
ル
に
よ
れ
ば
、
中
世
に
お
け
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
受
容
は
、
た
と
え
ば
ト
マ
ス
・
ア
キ
ィ
ナ
ス
に
お
い
て
「
神
の
国
」
は
「
市
民
共
同
体
」
に
超
越
す
る
が
、
そ
の
歴
史
的
内
在
性
を
破
壊
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ホ
ッ
ブ
ス
に
は
じ
ま
る
近
代
自
然
法
論
は
「
個
々
人
と
い
う
存
在
」
か
ら
出
発
し
た
が
、
国
家
（
市
民
共
同
体
）
と
市
民
社
会
と
の
同
一
性
を
、
ロ
ッ
ク
や
カ
ン
ト
ま
で
解
体
さ
せ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
七
世
紀
の
政
治
革
命
後
の
イ
ギ
リ
ス
に
は
「
諸
個
人
の
私
的
な
関
係
を
規
定
す
る
経
済
所
有
秩
序
と
し
て
の
市
民
社
会
」
概
念
が
登
場
す
る
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
、
エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ス
ト
た
ち
の
市
民
社
会
ま
た
は
政
治
社
会
の
理
解
、
す
な
わ
ち
「すべての人間を包括する社会への拡大」を実現した（旨艮の．「ｇ》同、的頁）。
だ
が
、
最
後
に
、
市
民
社
会
概
念
の
重
大
な
歴
史
的
体
系
的
転
換
が
、
国
家
の
〈
政
治
的
〉
領
域
と
社
会
の
い
ま
や
〈
市
民
的
〉
緬
域
を
区
別
し
た
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
法
哲
学
』
で
行
わ
れ
る
。
こ
こ
で
の
市
民
社
会
は
、
第
一
に
、
地
球
上
に
拡
が
り
ゆ
く
産
業
的
な
「
労
働
社会」であり、第一一に労働を通じ労働を基盤に文化と自由へ向かう「教養社会」であり、第三に、自然法の歴史的政
治
的
な
実
現
過
程
、
つ
ま
り
労
働
と
教
養
に
媒
介
さ
れ
た
く
人
格
〉
と
〈
所
有
〉
そ
し
て
〈
自
由
〉
に
普
遍
的
承
認
を
与
え
る
「
法
社
会
」
で
あ
る
。
だ
が
、
第
四
に
、
そ
れ
は
ま
た
貧
困
と
富
の
弁
証
法
に
よ
り
、
そ
こ
で
実
現
さ
れ
た
権
利
と
自
由
の
規
範
体
系
を
解
体
す
る
「
階
級
社
会
」
で
も
あ
る
ゆ
え
に
、
こ
れ
ら
の
規
範
の
〈
真
の
〉
〈
政
治
的
〉
実
現
と
し
て
の
「
国
家
」
へ
の
止
揚
が
完
遂
さ
れ
る
こ
と
になる（ザ昼の．『ｇ‐］・同、卯‐頁）。しかるに、このヘーゲル的市民社会を、〈階級社会〉〈ブルジョア社会〉として
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
政
治
的
か
つ
歴
史
哲
学
的
な
概
念
使
用
を
行
っ
た
の
が
マ
ル
ク
ス
と
す
る
。
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マルクスの市民社会論
このようなリーデルの市民社会概念認識は、マルクスの市民社会論にかんする重要な指摘である。第一に、古代や
近
代
の
市
民
社
会
論
に
は
「
政
治
的
Ⅱ
自
然
法
論
的
伝
統
」
と
い
う
基
準
が
あ
る
が
、
マ
ル
ク
ス
の
市
民
社
会
論
に
は
こ
れ
が
欠
如
す
る
と
す
る
。
第
二
に
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
概
念
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
（
「
市
民
社
会
」
の
「
階
級
社
会
」
化
）
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
リ
ー
デ
ル
は
、
別
箇
所
で
も
、
マ
ル
ク
ス
の
「
〈
市
民
的
〉
社
会
を
克
服
し
こ
れ
を
人
蛾
の
前
史
へ
追
い
や
る
べ
き
〈
社
会
主義的〉社会あるいは〈共産主義的〉社会のモデル」は、「契約の対等関係モデルとは正反対の着想」と規定する。
つ
ま
り
、
マ
ル
ク
ス
の
市
民
社
会
は
、
「
生
産
手
段
の
私
的
所
有
に
依
拠
す
る
社
会
的
組
織
形
態
・
交
通
形
態
」
を
意
味
し
、
そ
の
適
用
を「市民膳に文配された一八・一九世紀の近代社会」に制限された歴史的概念だとしている（首Ｐの。『Ｅ‐ｑ同、妬‐
６
頁
）
。
さ
ら
に
、
マ
ル
ク
ス
と
マ
ル
ク
ス
主
義
に
よ
る
市
民
社
会
批
判
が
、
「
契
約
の
図
式
に
従
っ
て
相
瓦
に
同
等
と
さ
れ
、
法
秩
序
の
主
体
と
定
義
さ
れ
て
い
る
自
立
し
た
諸
個
人
と
い
う
、
自
由
主
義
的
社
会
構
想
の
も
つ
欠
陥
」
を
鋭
く
摘
出
し
た
が
、
同
時
に
「
個
人
の
自
由
権
を
保
証
し
、
物
質
的
社
会
的
生
活
諸
関
係
を
識
別
し
評
価
す
る
た
め
の
規
範
体
系
を
保
持
す
る
と
い
う
、
市
民
的
自
由
主
義
的
構
想の長所」も放棄した（旨・・の．Ｂの⑪。Ｐ同、川頁）、とする。
リ
ー
デ
ル
の
こ
う
し
た
規
定
は
、
全
休
と
し
て
、
マ
ル
ク
ス
の
市
民
社
会
概
念
が
、
ギ
リ
シ
ャ
以
来
の
伝
統
的
「
規
範
的
」
肌
念
、
す
な
わ
ち
市
民
社
会
が
国
家
と
一
体
化
す
る
に
せ
よ
分
離
す
る
に
せ
よ
、
「
市
民
共
同
体
」
も
し
く
は
「
市
民
的
自
由
主
義
」
の
理
念
か
ら
、
、
、
逸
脱
す
る
、
市
民
社
会
に
か
ん
す
る
特
殊
的
概
念
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
リ
ー
デ
ル
の
こ
の
規
定
は
正
確
で
あ
ろ
う
か
。
こ
》
」
で
検
討
す
べ
き
は
、
マ
ル
ク
ス
の
市
民
社
会
論
の
、
古
代
的
・
近
代
的
市
民
社
会
論
に
た
い
す
る
関
係
で
あ
る
。
こ
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
の
歴
史
的
位
置
を
確
認
し
た
い
。
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ニ
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
の
古
代
的
・
近
代
的
市
民
社
会
論
と
の
関
係
マ
ル
ク
ス
の
市
民
社
会
論
は
、
リ
ー
デ
ル
が
規
疋
す
る
よ
う
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
（
市
民
社
会
Ⅱ
ポ
リ
ス
的
国
家
と
す
る
）
古
典
古
代
的
市
民
社
会
概
念
、
ま
た
ヘ
ー
ゲ
ル
的
（
市
民
社
会
と
同
家
を
分
離
す
る
）
近
代
的
市
民
社
会
概
念
と
、
区
別
さ
れ
る
異
質
な
も
の
であったか。リーデルの規定を再度確認するなら、古代的市民社会概念は、「市民社会」が「市民共同体」「政治的支
配
形
式
」
と
し
て
の
「
国
家
」
と
同
義
で
あ
り
、
近
代
市
民
社
会
概
念
は
、
「
非
国
家
的
非
政
治
的
価
域
」
と
し
て
国
家
と
分
離
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
マ
ル
ク
ス
の
そ
れ
は
有
産
階
級
的
市
民
社
会
す
な
わ
ち
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
」
で
あ
っ
た
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
内
容
的
に
は
、
マ
ル
ク
ス
の
市
瓜
社
会
論
に
は
、
伝
統
的
市
民
社
会
概
念
が
も
つ
「
市
民
共
同
体
」
（
古
代
的
に
は
「
政
治
」
的
で
あ
り
、
近
代
的
に
は
「
契
約
の
並
列
関
係
」
的
な
）
の
概
念
を
欠
如
す
る
も
の
と
し
た
。
し
か
し
、
私
見
と
し
て
は
、
マ
ル
ク
ス
の
市
民
社
会
論
は
、
古
代
的
・
近
代
的
市
民
社
会
論
と
緊
密
な
関
係
を
も
ち
、
む
し
ろ
そ
の
「
規
範
的
理
念
」
の
理
論
的
現
実
的
確
立
に
向
か
っ
て
一
貫
す
る
も
の
と
考
え
る
。
ま
ず
、
マ
ル
ク
ス
の
初
期
著
作
に
お
い
て
、
こ
の
点
を
検
証
し
た
い
。
（
Ａ
）
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
の
古
代
的
市
民
社
会
論
と
の
関
係
マルクスの初期論文「ヘーゲル国法論批判」（冨向のＰ閂ｌい火月評店版「マルクス・エンゲルス全集』一巻）は、
周
知
の
よ
う
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
市
民
社
会
の
国
家
へ
の
「
止
揚
」
形
態
、
実
際
に
は
市
民
社
会
と
国
家
の
「
分
離
」
を
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
こ
に
は
、
市
民
社
会
Ⅱ
ポ
リ
ス
国
家
と
す
る
ギ
リ
シ
ャ
的
。
中
世
的
国
家
に
た
い
す
る
一
般
的
評
価
も
見
い
だ
せ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
の
論
稿
を
、
「
ヘ
ー
ゲ
ル
は
国
家
か
ら
出
発
し
て
、
人
間
を
主
体
化
さ
れ
た
国
家
た
ら
し
め
、
民
主
制
は
人
間
か
ら
出発して、国家を客体化された人間たらしめる」（冒旦の・田》同、醜Ｈ）という川知の命題を主軸として庇側する。
「民主制（ｓのＣの日・汀昌の）」とは、マルクスがヘーゲルの国家に対置した最初の独自な国家形態である。それは、
「形相的原理が同時に質量的原理」であり「普遍と特殊との真の一体性」（ごＱ・の・臼・同、醜頁）を実現する、ある
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マルクスの市民社会論
べ
き
国
家
も
し
く
は
共
同
体
形
態
の
理
念
で
あ
る
。
彼
は
、
こ
の
民
主
制
と
さ
ま
ざ
ま
な
国
家
形
態
の
関
係
を
、
「
蛾
」
と
「
極
」
の
関
係
と
し
て
位
世
ず
け
る
。
な
ぜ
な
ら
、
過
去
の
さ
ま
ざ
ま
な
特
殊
な
国
家
形
態
（
君
主
制
や
共
和
制
な
ど
）
で
は
、
「
政
治
的
人
間
は
こ
の
特
殊
な
存
在
性
を
、
非
政
治
的
人
間
・
私
的
人
間
と
並
び
も
つ
。
所
有
、
契
約
、
婚
姻
、
市
民
社
会
が
こ
こ
で
は
、
政
治
的
国
家
と
併
存
す
る
特
殊
な
存
在
諸
形
態
、
内
容
と
し
て
現
れ
、
これに対して政治的国家がそれを組織する形態として関わる」（ぴぼの・巴・同、狐頁）からである。ここでは、市民
、
、
、
、
社
会
が
内
容
、
政
治
的
国
家
が
形
式
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
従
来
の
国
家
に
お
け
る
｝
」
の
内
容
と
形
式
の
分
離
、
つ
ま
り「現実的、実質的な国家」すなわち市民社会と、「国民生活と区別された」政治体制すなわち「政治国家」の区別
を
、
ギ
リ
シ
ャ
や
中
世
国
家
に
通
川
し
て
こ
う
論
じ
る
。
イ
、
政
治
的
国
家
は
、
当
初
は
実
質
的
国
家
の
「
形
式
」
と
し
て
は
現
れ
な
い
。
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
ギ
リ
シ
ャ
で
あ
る
。
「ギリシャのように、レス・ププリカ（『の②ｇｇ８）は市民たちの現実的な私事、現実的な内容であるが、私人
は
奴
隷
で
あ
っ
た
。
他
力
、
政
治
的
な
も
の
と
し
て
の
政
治
的
国
家
が
市
民
た
ち
の
生
活
と
意
欲
と
の
雌
一
の
内
溶
で
あ
っ
た
」
（旨Ｑ・の．囹卜同、蠅頁）。これは、政治的国家が実質的国家としての市民社会の形式とならないのは、公的な
もの（都市ポリス）が私的なもの（家オイコス）、つまり政治が労働と生産を排除していたとする指摘である。
マルクスは、ギリシャの市民共同体が「現実的内容」を排除したきわめて限定されたものと認識したのである。
ロ
、
一
万
、
中
世
で
は
、
国
民
生
活
と
国
家
生
活
が
同
一
と
な
る
。
「
中
世
で
は
、
農
奴
、
封
土
、
職
業
団
体
、
学
者
団
体
な
ど
が
存
在
し
た
が
、
い
い
か
え
れ
ば
、
中
世
で
は
、
所
有
、
交
易
、
社
会
団
体
、
人
間
が
政
治
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
国
家
の
実
質
的
内
容
が
国
家
の
形
式
か
ら
決
定
さ
れ
、
い
か
な
る
私
的
傾
城
も
政
治
的
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
…
…
中
世
に
お
い
て
は
国
民
生
、
、
、
、
活
と
国
家
生
活
と
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
。
人
間
が
国
家
の
現
実
的
原
理
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
人
間
は
不
自
山
な
人
間
で
あ
119
（
Ｂ
）
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
の
近
代
市
民
社
会
論
と
の
関
係
マ
ル
ク
ス
の
近
代
市
民
社
会
論
の
評
価
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
市
民
社
会
論
批
判
の
な
か
に
明
快
に
展
開
さ
れ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
周
知
の
よ
、
、
う
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
市
民
社
会
と
囚
家
の
珈
火
上
の
分
離
を
批
判
す
る
が
、
｝
」
の
批
判
を
市
民
社
会
と
国
家
の
同
一
性
の
原
叫
の
単
純
な
、
、
、
適
川
に
よ
っ
て
行
う
の
で
は
な
い
。
彼
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
肌
論
の
背
後
に
あ
る
近
代
の
国
家
と
市
民
社
会
の
分
裂
の
雁
史
的
必
然
性
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
同
時
に
剛
家
に
代
わ
る
新
し
い
共
同
体
理
念
の
抽
出
を
始
め
る
。
批
判
し
え
た
と
い
え
る
。
、
、
、
、
、
、
、
、
る。この国家は、したがって不自川性の民主制（日のｏ８】Ｃ汀凰のロ日ロロ沖の爵の津）であり、徹底した疎外であ
る」（ごロ・の・笛・同、獅頁）。この「不口川性の民主制」とは、まさに「形州」と「画賦」たる国家と市民社会、
国
家
と
個
人
・
集
団
の
統
一
が
政
治
的
国
家
に
金
的
に
包
接
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
認
識
で
あ
り
批
判
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
マ
ル
ク
ス
の
ギ
リ
シ
ャ
や
中
世
国
家
の
規
疋
は
、
な
に
を
示
す
の
か
。
第
一
に
、
マ
ル
ク
ス
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
家
形
態
に
対
し
て
「
民
主
制
」
に
よ
っ
て
対
世
し
た
も
の
は
、
質
科
と
し
て
の
国
民
化
活
と
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
形
式
と
し
て
の
国
家
生
活
の
本
来
的
な
統
一
の
理
念
で
あ
る
。
》
」
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
が
、
市
民
社
会
に
お
け
る
社
会
生
活
と
国
家
に
お
、
、
、
、
け
る
政
治
生
活
の
一
体
化
の
原
理
、
す
な
わ
ち
現
実
に
は
抽
象
的
で
し
か
な
か
っ
た
ポ
リ
ス
的
市
民
社
会
的
理
念
を
、
当
初
か
ら
継
承
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
こ
の
規
範
的
市
民
社
会
論
の
視
点
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
は
、
ギ
リ
シ
ャ
で
は
奴
隷
を
排
除
し
た
市
民
が
政
端
的
国
家
で
の
「
生
活
と
意
欲
」
だ
け
を
内
容
と
す
る
ゆ
え
に
、
そ
の
市
民
共
同
体
は
限
定
さ
れ
た
も
の
と
認
識
し
た
。
そ
し
て
、
中
世
で
は
、
国
民
生
活
と
国
家
生
活
の
統
一
が
国
家
的
な
包
接
に
お
い
て
完
遂
さ
れ
る
ゆ
え
に
、
そ
れ
を
「
不
自
由
性
の
民
主
制
」
で
あ
る
と
規
定
し
た
。
つ
ま
り
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
｝
」
の
規
範
的
市
民
社
会
理
念
に
よ
っ
て
の
み
、
マ
ル
ク
ス
は
、
古
代
・
小
川
」
に
お
け
る
、
市
民
社
会
と
旧
家
の
擬
制
的
統
一
形
態
を
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マルクスの市民社会論
「
（
ヘ
ー
ゲ
ル
の
）
市
民
社
会
と
国
家
は
分
裂
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
公
民
と
、
市
民
す
な
わ
ち
市
民
社
会
の
成
員
も
分
裂
し
て
い
る
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
し
た
が
っ
て
、
個
人
は
自
身
に
本
質
的
な
分
割
作
業
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
実
的
市
民
と
し
て
、
彼
は
自
身
が
一
一
重
の
組
、
、
、
、
、
、
、
、
、
職
に
あ
る
こ
と
を
知
る
。
す
な
わ
ち
、
官
僚
制
的
組
織
（
○
碕
劃
計
§
§
Ｑ
ｓ
ｇ
８
目
・
己
涛
Ｓ
§
）
と
…
…
社
会
的
、
市
民
社
会
の
、
、
組織（Ｓｏｓ狩萬》Ｑの同日日角］）９のロの⑦⑭①」］の、冒洋）とにである。……前者は国家組織であって、彼は終始その質料と
な
っ
て
い
る
。
後
者
は
市
民
的
組
織
で
あ
っ
て
、
そ
の
質
料
は
国
家
で
は
な
い
。
前
者
に
お
い
て
、
国
家
は
彼
に
形
式
的
対
立
物
と
し
て
、
、
、
、
、
関
わ
り
、
後
者
に
お
い
て
、
彼
は
自
ら
国
家
に
質
料
的
対
立
物
と
し
て
関
わ
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
は
現
実
的
公
民
の
立
場
に
た
ち
、
政
治
的
意
義
と
機
能
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
彼
の
市
民
的
現
実
性
か
ら
抜
け
出
し
、
そ
れ
を
捨
て
去
り
、
こ
の
全
組
織
か
ら
彼
の
個
人
、
、
、
、
性
へ
引
き
｝
」
も
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
…
…
彼
の
公
民
と
し
て
の
あ
り
方
は
、
彼
の
共
同
体
的
な
あ
り
方
の
外
部
に
あ
る
、
し
た
が
っ
て
、
、
、
、
、
純粋に個人的でしかない、あり方なのである」（ごＱ・の。、の‐の『同、川‐７頁）。これは、ヘーゲル的国家における質科
、
、
と
し
て
の
市
民
と
形
式
と
し
て
の
国
家
の
対
立
、
す
な
わ
ち
市
民
社
会
と
国
家
の
対
立
の
認
識
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
さ
ら
に
市
民
と
公
民
、
個
人
と
共
同
体
の
対
立
関
係
の
切
開
へ
と
導
か
れ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
こ
か
ら
、
近
代
国
家
に
お
け
る
こ
の
対
立
矛
盾
の
発
生
根
拠
の
解
明
と
、
そ
の
現
実
的
矛
盾
解
決
の
方
向
を
探
る
。
その過程が、「ユダヤ人問題によせて」（巨向のＰ閂ｌ蝉大月書店版『全集』一巻）における「政治的解放」から
「人間的解放」への飛躍である。マルクスは、ここで、ヘーゲルが認識した市民社会と国家の分裂の歴史的必然性を、
フランス革命などの近代の政治的解放に求める。いわく、「政治的革命は、市民社会の革命である」。なぜなら、封建
制度としての「古い市民社会は、政治的性格を直接的な形態でもっていた」（ご戸の」のＰ同、仙頁）からである。
つ
ま
り
、
市
民
生
活
の
諸
要
素
が
国
家
生
活
の
要
素
と
し
て
拘
束
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
個
々
人
の
国
家
全
体
に
た
い
す
る
関係、つまり彼らの政治的関係、つまり社会の他の構成部分からの彼らの分離と排除の関係を規定していた」（同）。
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マルクスは、この耶態を「凶家の観念随義の完成」Ⅱ「市民社会の物質主義の完成」（川）と捉える。政治から巾
凪社会を解放した政治的解放は、「利己的人間の目川とその月山の承認」であった。したがって、「市民社会の成員
と
し
て
の
人
間
、
非
政
治
的
人
間
」
は
、
必
然
的
に
「
自
然
的
な
」
人
間
と
し
て
現
れ
る
。
ゆ
え
に
、
「
人
の
権
利
（
日
○
局
。
の
、
、
、
一ゴ・日日の）」が「自然権（。『。』⑪ロ四目『の｜⑫）」として現れる」。かくて、「市民社会の成員としての人間は、本来の人
、
、
、
、
間であり、公民（９８『①ロ）とは区別された人間（ロ・日日の）とみなされる。なぜなら、この人間は、その感性的、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
個
別
的
、
直
接
的
在
り
方
に
お
け
る
人
間
で
あ
り
、
政
治
的
人
間
は
た
ん
に
抽
象
化
さ
れ
た
人
為
的
人
間
で
あ
り
、
非
現
実
的
な
道
徳
、
、
的な人桁であるからである」（百口・の。］ｇ・同、仙頁）。
こ
こ
に
、
近
代
の
市
民
社
会
と
図
家
の
分
裂
、
そ
の
原
因
と
し
て
の
政
治
的
解
放
の
意
義
が
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
明
瞭
と
な
る
。
彼
は
、
そ
れ
を
肯
定
と
否
定
の
両
側
面
で
捉
え
る
。
政
冷
的
解
放
は
、
中
世
国
家
す
な
わ
ち
閉
塞
的
共
同
体
に
全
面
的
に
拘
束
・
包
恢
さ
れ
て
い
た諸個人を解放した。しかし、この解放が、諸個人をアトム的・利己的個人として、「物質的」市民社会と「馴念的」
政
治
回
家
の
両
立
と
し
て
の
解
放
で
し
か
な
か
っ
た
こ
と
を
解
明
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
さ
ら
に
政
治
的
解
放
（
臼
の
：
言
い
・
す
の
同
ョ
：
９
℃
目
○
コ
）
か
ら
人
間
的
解
放
（
Ｓ
の
日のロ⑪。冨呂の両日目ｇｂｐ【］。。）に進展する。人間的解放とは、あの形式と内容の統一としての民主制（すなわち国家
立の酬態である。
マ
ル
ク
ス
は
、
》
つ
ま
り
、
国
家
に
よ
る
社
会
と
個
々
人
の
直
按
的
包
接
を
意
味
し
た
。
し
か
る
に
、
政
端
的
解
放
は
、
「
共
同
体
か
ら
の
人
比
の
分
離
の
表現」であり、「一切の身分、職業剛体、同職組合、特椛」を粉砕し、「市民社会の政冷的性格」を止揚した（冒且
の」四．同、価頁）。それは、市民社会を「個々人」に解体するとともに、市民社会の一切の政治的要素を解放し、
「政治」を「観念的に独立した呰遍的な人災的事項」（同）にすることであった。これが、市民社会と政治的国家の両
1２２
マルクスの市民社会論
と
社
会
、
共
同
体
と
個
人
の
銃
こ
の
尖
現
を
意
味
す
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
そ
れ
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
た
。
「
政
治
的
解
放
は
、
人
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
間
の
、
一
方
で
は
市
民
社
会
の
成
員
へ
の
利
己
的
な
独
立
し
た
個
人
へ
の
、
他
方
で
は
公
民
へ
の
道
徳
的
人
格
へ
の
還
元
で
あ
る
。
現
実
の
個
別
的
な
人
間
が
、
抽
象
的
な
公
民
を
自
分
の
う
ち
に
と
り
も
ど
し
、
個
別
的
な
人
間
の
ま
ま
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
経
験
的
な
生
、
、
、
、
活において、その個人的な労働において、その個人的な関係において、類的存在（のｐ§討閥＆図§）となったときは
、
、
、
、
、
、
じ
め
て
、
つ
ま
り
人
間
が
自
分
の
『
固
有
の
力
』
を
社
会
的
な
力
と
し
て
認
識
し
組
織
し
、
し
た
が
っ
て
社
会
的
な
力
を
も
は
や
政
治
、
、
的
な
力
の
形
で
日
分
か
ら
切
り
離
さ
な
い
と
き
に
は
じ
め
て
、
そ
の
と
き
は
じ
め
て
、
人
間
的
解
放
は
完
成
さ
れ
た
》
」
と
に
な
る
の
で
ある」（一豆Ｐの．］Ｂ，い・同仙頁）。
こ
の
よ
う
な
古
代
的
・
近
代
的
市
民
社
会
論
へ
の
マ
ル
ク
ス
の
市
民
社
会
論
の
対
置
に
よ
っ
て
Ⅵ
か
な
こ
と
は
、
マ
ル
ク
ス
が
、
初
期
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
著
作
に
お
い
て
す
で
に
、
市
民
社
会
と
国
家
（
正
確
に
は
共
同
体
）
、
市
民
（
私
的
人
間
）
と
公
民
、
社
会
性
と
政
治
性
の
真
の
統
一
を
志
向
し
た
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
市
民
社
会
Ⅱ
共
同
体
の
マ
ル
ク
ス
的
理
念
は
、
市
民
社
会
の
歴
史
的
諸
形
態
、
現
実
的
市
民
生
活
（
奴
隷
な
ど
に
担
わ
れ
る
）
を
排
除
し
た
ポ
リ
ス
的
市
民
社
会
で
も
な
く
、
中
世
的
国
家
に
よ
る
市
民
社
会
の
包
接
で
も
な
く
、
近
代
の
市
民
社
会
と
国
家
の
分
裂
の
再
統
一
で
も
な
い
、
そ
の
発
展
形
態
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
理
念
は
、
リ
ー
デ
ル
に
よ
る
マ
ル
ク
ス
の市民社会論が伝統的な市民社会論を継承しない異端的形態であるという規定を、明確に反論するものである。
な
ぜ
な
ら
、
マ
ル
ク
ス
は
、
ま
ず
、
ポ
リ
ス
的
市
民
社
会
が
政
治
的
に
限
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
捉
え
つ
つ
も
、
そ
の
市
民
共
同
体
の
理
念
を
当
初
か
ら
継
承
せ
ん
と
す
る
点
で
一
貫
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
社
会
的
存
在
と
活
動
を
政
治
的
な
も
の
に
包
接
す
る
中
世
国
家
を
仰
幼
し
、
市
民
社
会
と
国
家
の
並
立
、
市
民
（
社
会
的
存
在
）
と
公
民
（
政
治
的
存
在
）
の
分
裂
を
確
立
す
る
近
代
社
会
自
体
を
厳
し
く
批
判
し
、
そ
れ
を
真
に
統
一
す
る
理
念
の
形
成
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
を
硴
認
し
た
上
で
、
後
期
の
箸
作
を
ふ
く
め
た
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
の
歴
史
的
位
置
を
全
体
と
し
て
脈
謝
し
た
い
。
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三
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
の
思
想
史
的
意
義
こ
れ
ま
で
、
リ
ー
デ
ル
に
よ
る
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
の
位
置
づ
け
と
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
先
行
す
る
市
民
社
会
形
態
へ
の
実
際
の
対
応を確認した。リーデルの評価は、マルクスの市民社会論が、ギリシャ以来の伝統的・規範的理念たる「市民共同体」
もしくは「市民的自由主義」の理念から逸脱するものとし、それはマルクスの市民社会が主としてブルジョア社会を
意
味
す
る
こ
と
に
求
め
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
検
証
に
お
い
て
、
こ
の
評
価
は
妥
当
し
な
い
こ
と
が
確
認
し
え
た
が
、
再
度
、
独
理
し
よ
う
。
ィ、マルクスの国家論の出発はヘーゲル国法論に対憧した「民主制」であったが、それは、「形机と質脳」、「普遍
と
特
殊
」
の
一
体
性
を
実
現
す
る
共
同
体
の
理
念
を
意
味
し
た
。
で
は
、
そ
の
内
実
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
は
、
な
に
よ
り
、
マ
ル
ク
ス
が
ヘ
ー
ゲ
ル
国
法
論
の
市
民
社
会
と
国
家
の
「
統
一
」
（
実
際
に
は
そ
の
分
離
）
形
態
の
批
判
に
お
い
て
獲
得
し
た
、
「
市
民
社
会
」
と
「
国
家
」
の
実
在
的
一
体
性
で
あ
っ
た
。
明
ら
か
な
の
は
、
こ
の
理
念
が
、
リ
ー
デ
ル
が
規
定
す
る
古
典
古
代
的
市
民
社
会
概
念
た
る
「
市
民
が
目
山
で
平
等
に
共
存
し
、
政
治
的
支
配
に
自
ら
服
す
る
社
会
」
、
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
こ
ロ
、
た
だ
し
、
マ
ル
ク
ス
に
と
っ
て
、
問
題
は
、
ギ
リ
シ
ャ
を
ふ
く
め
て
こ
の
理
念
が
歴
史
的
に
現
実
に
存
在
し
た
の
か
否
か
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
ギ
リ
シ
ャ
に
お
け
る
市
民
社
会
と
同
家
の
現
実
的
分
離
、
中
世
に
お
け
る
国
家
に
よ
る
包
摂
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ギ
リ
シ
ャ
に
お
い
て
は
、
「
レ
ス
・
プ
ブ
リ
カ
は
市
民
た
ち
の
現
実
的
な
私
事
、
現
実
的
な
内
容
で
あ
る
が
、
私
人
は
奴
隷
で
あ
っ
た
。
他
力
、
政
治
的
な
も
の
と
し
て
の
政
治
的
国
家
が
市
民
た
ち
の
生
活
と
意
欲
と
の
唯
一
の
内容であった」。また、中世では、「農奴、封土、職業団体、学者剛体などが存在したが、いいかえれば、中世で
は、所有、交易、社会団体、人間が政治的であるということである。国家の尖質的内容が旧家の形式から決定さ
とである。
1２４
れ、いかなる私的航域も政治的性絡をもっている」からであった。
ハ
、
そ
の
上
で
、
マ
ル
ク
ス
が
最
終
的
に
も
つ
と
も
き
び
し
く
艸
幼
し
た
の
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
概
括
化
し
た
近
代
に
お
け
る
市
民
社
会
と国家の分裂の様相であった。つまり、封建制度たる古い市民社会を爆破した近代の「政治的解放」は、「共同
体
か
ら
の
人
民
の
分
離
の
表
現
」
で
あ
り
、
一
切
の
身
分
、
職
業
団
体
、
同
職
組
合
、
特
権
を
粉
砕
し
、
「
市
民
社
会
の
政
治
的
性
絡」を止揚した。それは、市民社会を「個々人」に解体するとともに、市民社会の一切の政治的要素を解放し、
政治を「観念的に独立した普遍的な人氏的事項」にした。つまり、市民社会と政治的川家の両立が生起した。し
、
、
、
、
、
、
たがって、マルクスがこれに対世したのが、人間の社会的力と政冷的力を結合する蛾的存在を証しえる「人間
的
解
放
」
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
を
つ
ら
ぬ
く
論
理
的
主
軸
が
、
疑
い
な
く
市
民
社
会
と
国
家
（
正
確
に
は
共同体）、国民生活と国家生活、現実生活と政治生活の統一の古典的理念の現実化にあったといえる。
以
上
の
確
認
を
も
と
に
、
こ
の
市
民
社
会
の
内
実
と
そ
の
国
家
と
の
関
係
を
再
度
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
マ
ル
ク
ス
に
お
け
、
、
、
、
る
国
家
に
対
置
さ
れ
た
市
民
社
会
は
な
に
を
意
味
す
る
も
の
か
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
お
け
る
市
民
社
会
を
「
市
民
た
ち
の
呪
炎
的
な
私
事
、
現
実
的
な
内
容
」
と
論捉えている。それが私的なものであるかぎり、アリストテレスのいう公的なものとしての「祁市（ポリス）」がそこ
罐から解放されている、「家（オイコスヒに属する労働と経済的生産の価域である。また、中世では、「農奴、封止、
ｉ極職業団体、学者団体などが存在したが、いいかえれば、中世では、所有、交易、社会団体、人間が政治的であるとい
のスうことである……中世においては国民生活と国家生活が同一である」として、この国民生活の内容が、所有、交易、
クル社会団体などとしていっそう回云体的に記述される。そして、近代では、「政治的人間はその特殊な存在性を、非政治
マ
的人間・私的人間と並びもつ。所何、契約、婿姻、市民社会がここでは。…：政治的国家と併存する特殊な存在諸形態、
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内
容
と
し
て
現
れ
（
る
）
」
と
し
て
規
定
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
所
有
、
契
約
、
婿
姻
な
ど
が
明
確
に
市
民
社
会
と
同
値
さ
れ
、
私
的
人
間
の
傾
城
と
し
て
政
治
的
人
間
の
傾
域
と
対
抗
的
な
も
の
と
し
て
改
め
て
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
あ
の
民
主
制
の
形
相
と
質
量
、
普
遍
と
特
殊
の
一
体
性
の
理
念
の
内
実
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
こ
で
い
う
質
量
ま
た
は
特
殊
は
、
人
間
の
現
実
的
（
社
会
的
・
経
済
的
）
生
活
の
場
た
る
市
民
社
会
を
現
し
、
そ
の
形
式
ま
た
は
普
遍
は
、
政
治
的
生
活
の
場
た
る
国
家
を
示
す
。
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
の
両
者
の
一
体
性
、
融
合
性
の
理
念
か
ら
始
め
、
最
終
的
に
「
個
別
的
人
間
」
の
ま
ま
で
「
類
的
存
在
」
で
あ
り
、
そ
の
「
社
会
的
な
力
」
と
「
政
治
的
な
力
」
の
不
可
分
離
性
を
一
貫
し
て
追
求
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
マ
ル
ク
ス
の
市
民
社
会
論
の
展
開
は
、
リ
ー
デ
ル
の
い
う
よ
う
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
把
握
に
終
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
分
析
を
不
可
欠
な
前
提
と
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
止
揚
で
あ
り
、
古
典
古
代
的
市
民
社
会
叫
念
の
現
火
的
形
成
の
過
藤
と
い
え
る
。
こ
の
マ
ル
ク
ス
の
市
民
社
会
思
想
の
発
腿
過
樫
を
み
る
と
き
、
第
一
段
階
と
し
て
の
、
「
民
主
制
」
に
お
け
る
古
山
古
代
的
市
民
社
会
叫
念
の
継
承
と
そ
の
災
態
の
批
判
、
第
二
段
階
と
し
て
の
、
こ
の
理
念
に
よ
る
古
代
か
ら
の
近
代
に
至
る
さ
ま
ざ
ま
な
国
家
形
態
の
批
判
、
そ
し
て
、
第
三
段
階
と
し
て
の
、
こ
の
理
念
の
呪
災
的
実
現
の
提
示
と
い
う
、
弁
証
法
的
過
経
と
し
て
確
認
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
確
認
に
よ
っ
て
、
か
の
マ
ル
ク
ス
の
「
人
蚊
の
三
段
階
説
」
が
改
め
て
充
分
に
理
解
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
人
烙
的
な
依
存
関
係
（
最
初
は
ま
っ
た
く
自
然
発
生
的
）
は
妓
初
の
社
会
諸
形
態
で
あ
り
、
こ
の
諸
形
態
に
お
い
て
は
人
間
的
生
産
性
は
狭
小
な
範
囲
に
お
い
て
し
か
、
ま
た
独
立
し
た
地
点
以
外
に
は
展
開
さ
れ
な
い
。
物
象
的
依
存
性
の
う
え
に
築
か
れ
た
人
格
的
独
立
性
は
第
二
の
大
き
な
形
態
で
あ
り
、
こ
の
形
態
に
お
い
て
初
め
て
、
｜
般
的
社
会
的
物
質
代
謝
、
普
遍
的
諸
連
関
、
全
面
的
諸
欲
求
、
普
遍
的
力
能
と
い
っ
た
も
の
の
一
つ
の
体
系
が
形
成
さ
れ
る
。
諸
個
人
の
共
同
体
的
、
社
会
的
生
産
性
を
諸
個
人
の
社
会
的
力
能
と
し
て
服
属
さ
せ
る
う
え
に
築
か
れる自由な個体性は、第三の段階である。第二段階は第三段階の諸条件を創り出す」（冨固のシ・ロー］》の．眉．『マルク
ス資本論草稿集」ｌ、大月書店版、肌頁）。
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マルクスの市民社会論
な
お
、
さ
ら
に
こ
こ
で
補
足
的
に
確
認
す
べ
き
は
、
マ
ル
ク
ス
の
市
民
社
会
論
の
展
開
が
、
古
典
古
代
的
理
念
か
ら
抽
象
的
に
出
発
し
た
の
で
は
な
く
、
な
に
よ
り
近
代
市
民
社
会
と
し
て
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
批
判
、
ま
た
こ
の
社
会
の
形
成
・
発
股
そ
し
て
批
判
に
寄
与
した諸思想の継承の上に確立したことであろう。
近
代
市
民
社
会
の
思
想
は
、
ま
ず
は
、
市
民
社
会
の
「
国
家
か
ら
の
自
立
」
の
思
想
と
し
て
現
れ
た
。
そ
れ
は
、
ホ
ッ
ブ
ス
の
「
臣
民
（４）
の自山」（売買、契約、住居、生業、教育）と「主権者の伽制限の権力」の両立、ロックの自然樅としての「所有椛」
（５）
とそのための「共同社会（８ＢＢＯロミの口］【。）の樹立、スミスの「同感（の『日ロロ【ご）」原理による規制のうえでの、
（６）
「自由放任」策による商業社〈室Ⅱ市場社会の発展などであった。しかし、近代市民社会の展開のなかで、つぎに、こ
の市民社会自体のなんらかの「共同体への志向」の思想が蜜場した。それは、ルソーの私人（可・日日の．ｄｏＰＨｍの）ｏ厨）
（７）
から市民（９８一目のロ）への飛雌の要請による「共和国（幻のロ：一一Ｃ口⑦）」または「政治体（○・日⑪ｂ○一】目巨の）」の形成
であり、そして、あのヘーゲルの「欲望の体系」としての「市民社会」の市民ｅの『□毎日の『）から「国家」の臣民
（８）
（ロの【の芹間厨目『いの門）への止揚であった。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
こ
う
し
た
近
代
市
民
社
会
論
の
歴
史
的
に
背
反
す
る
一
一
側
而
、
す
な
わ
ち
国
家
か
ら
の
向
山
諭
と
共
同
体
の
志
向
論
の
理
論
的
止
揚
が
、
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
、
近
代
の
市
民
社
会
の
構
造
的
に
矛
盾
す
る
二
側
面
、
す
な
わ
ち
市
民
社
会
的
発
展
（
社
会
的
生
産
と
人
格
的
独
立
性
の
発
展
）
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
階
級
社
会
的
制
約
の
累
硫
（
資
本
と
賃
労
働
関
係
の
深
行
）
の
実
践
的
止
揚
の
方
向
に
定
位
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
マ
ル
ク
ス
が
市
民
社
会
論
の
正
統
な
継
承
・
発
展
者
と
規
定
で
き
る
由
縁
が
あ
る
。
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一
「
ソ
シ
エ
テ
・
シ
ヴ
ィ
ル
」
に
つ
い
て
の
小
松
善
雄
氏
の
問
題
提
起
小松善雄氏の論稿「現代の社会Ⅱ歴史理論における市民社会概念の考察－戦後日本の市民社会論史によせて」は、
マ
ル
ク
ス
の
社
会
Ⅱ
歴
史
皿
論
た
る
史
的
雌
物
論
の
現
代
的
考
察
、
つ
ま
り
「
マ
ル
ク
ス
主
茂
は
経
済
決
定
論
・
腋
底
還
元
ｋ
筏
、
そ
の
意
味
で
の
経
済
主
義
な
の
か
、
そ
の
階
級
国
家
論
は
階
級
還
元
主
我
な
の
か
」
（
佃
頁
）
を
問
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
主
題
的
に
は
、
史
的
唯
物
論
に
お
け
る
市
民
社
会
論
の
位
世
づ
け
、
す
な
わ
ち
「
史
的
咄
物
論
の
根
幹
Ｉ
土
台
・
上
部
関
係
に
つ
い
て
市
民
社
会
概
念
と
関
連
さ
せ
（
た
）
研
究
」
、
ま
た
、
そ
れ
自
身
が
「
構
造
」
で
あ
り
つ
つ
「
過
程
」
が
展
開
さ
れ
る
場
と
し
て
の
「
マ
ル
ク
ス
の
市
民
社
会（⑪○口の芯Ｑ己Ｐ、目］⑭８のご）の皿論的再発見」（仰頁）を追求する、刺激的な研究である。この論稿は、内容
的に、「ｌ戦後川本の市民社会論争史」、「Ⅱマルクスの⑭月賦芯○目］の概念をいかに理解するか」、「むすび」と
し
て
あ
る
よ
う
に
、
第
一
に
、
戦
後
Ⅲ
水
の
巾
乢
社
会
論
の
詳
細
な
皿
論
的
総
括
で
あ
り
、
飾
二
に
は
、
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
に
側
す
る
本
格
的
な
研
究
の
展
開
で
あ
る
。
以
下
に
、
氏
の
論
旨
を
要
約
し
、
そ
の
主
張
を
抽
出
し
た
い
。
Ａ
戦
後
日
本
の
市
民
社
会
論
に
つ
い
て
ここでは、まず、「市民社会派マルクス主義」による「特殊日本的な市民社会論」、つぎに、それにたいする「肛統
派
マ
ル
ク
ス
主
義
」
に
よ
る
批
判
が
考
察
さ
れ
、
全
体
的
な
判
断
が
下
さ
れ
る
。
特殊Ⅲ木的な市民社会論は、戦争下にイギリス的な市民社会を天皇制ファシズムへの最小抵抗線とし、戦後には
「戦後蒋蒙」として戦後思想の蔽要な婆索となったものと位世ずけられ、その皿諭家たる大塚久雄、内川義彦、平川
Ⅱ
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
の
理
論
構
造
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マルクスのTlJlB社会論
こ
の
上
で
、
小
松
氏
は
全
休
と
し
て
、
こ
の
学
派
の
特
徴
を
、
そ
の
皿
論
的
担
い
手
が
経
済
思
想
史
・
社
会
思
想
史
の
研
究
者
で
あ
り
、
彼
ら
が
戦
時
下
の
「
生
産
力
論
」
と
し
て
の
思
想
的
系
譜
を
継
承
す
る
と
し
た
上
で
、
こ
う
規
定
す
る
。
「
氏
ら
の
市
民
社
会
論
は
マ
ル
ク
ス
の
ビ
ュ
ル
ガ
ー
リ
ッ
上
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
概
念
を
『
同
市
氏
関
係
」
、
「
専
門
人
と
し
て
自
立
し
た
個
人
の
結
合
の
場
』
と
し
て
の
市
蝿
社
会
と
い
う
ふ
う
に
、
上
郷
術
造
と
し
て
の
巾
艮
祉
会
に
『
刷
而
化
」
（
８
…
）
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
’
一
九
六
○
年
代
に
お
い
て
マ
ル
ク
ス
主
義
の
立
場
か
ら
自
山
・
平
等
な
同
市
民
関
係
を
理
論
ず
け
る
に
は
、
ビ
ュ
ル
ガ
ー
リ
ッ
上
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
概
念
に
別
の
市
民
社
会
概
念
ｌ
Ⅲ
世
紀
初
賊
の
市
民
社
会
概
念
を
飯
台
化
さ
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
は
了
解
し
え
な
く
は
な
い
に
し
て
も
ｌ
そ
の
巾
瓜
祉
会
概
念
に
過
菰
血
担
が
付
与
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
こ
と
で
あ
る
」
（
雛
う
風
）
。
清
明
、
望
月
清
司
・
森
田
桐
郎
氏
ら
の
所
説
が
検
討
さ
れ
る
。
と
く
に
、
平
川
滴
明
氏
の
市
民
社
会
概
念
は
、
こ
う
概
拓
さ
れ
る
。
一
、
そ
れ
は
、
第
一
次
的
に
は
、
歴
史
貫
通
的
な
「
生
産
Ⅱ
交
迦
様
式
」
と
し
て
提
示
さ
れ
る
も
の
だ
が
、
そ
の
本
質
的
内
容
は
「
私
的
所
有
打
、
小
商
品
生
産
者
の
社
会
・
商
品
経
済
社
会
」
を
意
味
し
、
同
時
に
市
民
社
会
と
「
公
称
」
さ
れ
て
い
る
「
資
本
家
的
社
会
」
を
も
意
味
す
る
と
い
う
「
入
り
組
ん
だ
三
重
性
」
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
二
、
私
的
所
有
者
と
し
て
の
市
民
社
会
と
資
本
家
的
社
会
が
公
称
す
る
市
民
社
会
と
を
繋
ぐ
「
媒
介
経
路
」
が
、
「
市
民
的
生
産
様
式
の
資
本
家
生
産
様
式
へ
の
不
断
の
幟
変
」
と
捉
え
ら
れ
た
航
行
法
則
転
変
論
に
求
め
ら
れ
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
三
、
こ
の
転
変
の
論
理
に
お
い
て
、
「
仮
象
」
と
は
い
え
、
そ
こ
に
「
自
由
・
平
等
と
い
う
市
民
的
原
理
が
形
式
的
に
保
存
さ
れ
て
い
る
」
「
同
市
民
的
関
係
」
に
力
点
が
お
か
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
平
川
氏
の
「
関
心
・
強
調
点
が
む
し
ろ
上
部
描
造
と
し
て
の
市
民
社
会
に
あ
る
か
に
み
え
る
」
と
指
摘
し
つ
つ
、
他
力
で
、
平
川
氏
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
祉
会
と
シ
ビ
ル
・
ソ
シ
ェ
テ
ィ
を
区
別
し
な
が
ら
、
マ
ル
ク
ス
の
ビ
ュ
ル
ガ
ー
リ
ッ
上
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
概
念
を
市
民
社
会
と
い
う
訳
語
で
「
押
し
通
す
」
こ
と
へ
の
批
判
的
見
解
に
は
、
そ
れ
を断定する（別頁）。
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こ
の
よ
う
に
、
市
民
派
マ
ル
ク
ス
主
義
の
市
民
社
会
論
は
、
一
定
の
限
定
が
加
え
ら
れ
つ
つ
も
、
マ
ル
ク
ス
の
市
民
社
会
概
念
の
多
義
的
な
把
捉
、
と
く
に
ソ
シ
ェ
テ
・
シ
ヴ
ィ
ル
を
上
部
柵
造
的
に
位
慨
づ
け
る
試
み
自
体
は
評
価
さ
れ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
検
討
さ
れ
る
の
は
、
’
九
七
○
年
代
以
降
展
開
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
正
統
派
マ
ル
ク
ス
主
義
者
た
ち
、
見
田
石
介
、
藤
野
渉
、
砿
川
溢
列
氏
ら
に
よ
る
平
川
氏
を
中
心
と
す
る
特
殊
日
本
的
市
民
社
会
論
に
た
い
す
る
批
判
で
あ
る
。
小
松
氏
は
、
こ
の
批
判
の
な
か
で
、
マ
ル
ク
ス
の
市
民
社
会
概
念
に
は
ビ
ュ
ル
ガ
ー
リ
ッ
上
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
概
念
の
ほ
か
に
ソ
シ
ェ
テ
・
シ
ヴ
ィ
ル
概
念
も
存
在
す
る
こ
と
が
認
搬
さ
れ
た
が
、
こ
の
概
念
内
秤
の
検
討
が
研
究
諏
翅
と
な
っ
た
と
す
る
。
ここでは、とくに、藤野氏によるマルクスの市民社会の三側面の認識、すなわち、一、「諸個人の物質的交通全休」
と
し
て
の
「
観
念
的
上
部
柵
造
の
土
台
」
を
な
し
て
い
る
も
の
、
二
、
「
モ
ナ
ド
的
エ
ゴ
イ
ス
ト
的
人
間
の
社
会
」
、
三
、
「
階
級
社
会
と
し
て
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
」
の
規
定
と
、
「
ア
ン
ネ
ン
コ
フ
ヘ
の
手
紙
」
に
お
け
る
ソ
シ
ェ
テ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
と
異
な
る
ソ
シ
ェ
テ
・
シ
ヴ
ィ
ル
の
川
法
の
指
摘
が
評
価
さ
れ
る
（
㈹
頁
）
。
ま
た
、
砺
川
氏
に
よ
る
、
「
ア
ン
ネ
ン
コ
フ
ヘ
の
手
紙
」
や
「
哲
学
の
貧
川
』
に
お
け
る
ソ
シ
エ
テ
・
シ
ヴ
ィ
ル
の
川
法
と
、
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
社
会
」
と
区
別
さ
れ
た
、
そ
の
「
必
ず
し
も
近
代
的
形
態
に
限
定
し
な
い
で
社
会
に
と
っ
て
の
土
台
と
し
て
の
経
折
的
諸
関
係
」
の
理
解
が
州
摘
さ
れ
る
（
い
Ⅱ
）
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
ら
の
批
判
が
、
マ
ル
ク
ス
の
市
民
社
会
概
念
の
多
義
性
・
多
川
性
を
認
め
る
こ
と
、
ま
た
、
ビ
ュ
ル
ガ
ー
リ
ッ
上
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
概
念
を
、
平
川
氏
の
よ
う
に
市
民
社
会
Ⅱ
「
同
市
氏
関
係
」
と
い
う
「
読
み
込
み
」
で
は
な
く
、
「
物
画
的
な
生
活
諸
関
係
の
総
体
」
と
捉
え
て
い
る
こ
と
を
「
正
確
な
解
釈
」
と
す
る
。
だ
が
、
同
時
に
、
平
田
氏
の
よ
う
な
「
上
部
構
造
と
し
て
の
市
民
社
会
概
念
は
、
マ
ル
ク
ス
に
あ
っ
て
は
滅
失
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
反
問
す
る
（
Ｍ
頁
）
。
この小松氏の戦後日本の市民社会論史の総括は、全休としては正確な把握と評価と思える。ただし、この総括の過
畷で、氏自身が自らの理論的視点を郡きⅢしているのは当然である。その視点は、一、マルクスの市民社会概念をそ
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マルクスの市民社会論
の
重
層
性
に
お
い
て
認
識
す
る
こ
と
、
二
、
と
く
に
、
ビ
ュ
ル
ガ
ー
リ
ッ
上
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
概
念
と
ソ
シ
ェ
テ
・
シ
ヴ
ィ
ル
概
念
を
区
別
す
る
こ
と
、
三
、
そ
の
上
で
ソ
シ
エ
テ
・
シ
ヴ
ィ
ル
概
念
の
内
容
を
、
主
と
し
て
「
上
部
構
造
」
の
概
念
と
し
て
捉
え
る
こ
と
、
な
どである。この視点から、小松氏は、マルクスの「社会Ⅱ社会構成体論の三域Ⅱ三層臓成論」を前提とした「ソシェ
テ・シヴィル概念」の研究に入る。その内行を検討したい。
Ｂ
マ
ル
ク
ス
の
社
会
Ⅱ
社
会
構
成
体
論
の
三
域
Ⅱ
三
層
構
成
論
お
よ
び
ソ
シ
ェ
テ
・
シ
ヴ
ィ
ル
論
小松氏のマルクスの社会Ⅱ社会構成体論の一一一域Ⅱ三層構成論およびソシェテ・シヴィル概念の研究は、前掲の「Ⅲ」
と「むすび」の部分で展開される。ここでは、戦後日本の市民社会論のなかでも論及されてきた「アンネンコフヘの
手
紙
」
や
『
哲
学
の
貧
川
』
を
小
心
に
、
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
や
『
経
済
学
批
判
』
序
言
な
ど
も
詳
細
に
分
析
し
新
し
い
結
論
を
導
く
も
の
で
あ
る
。
や
や
込
み
入
っ
た
内
容
を
要
約
す
る
と
、
次
の
二
点
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
イ
マ
ル
ク
ス
社
会
Ⅱ
社
会
構
成
体
論
の
三
領
域
Ⅱ
三
層
構
成
論
小松氏は、マルクスの市民社会論には、ピュルガーリッ上・ゲゼルシャフトとは別のソシェテ・シヴィル（または
シ
ビ
ル
・
ソ
シ
エ
テ
）
概
念
が
あ
っ
た
と
い
う
主
張
か
ら
始
め
る
。
まず、マルクスによるヘーゲル市民社会論の「摂取と再椛成」がこう位置ずけられる。ヘーゲルの市民社会は私人
の「欲求の体系」また「労働社会」という下部構造だけではなく、「教養」「司法活動」「福祉活動」「職業活動」といっ
た上部構造の諸要素をもっていた（船頁）。しかし、マルクスはコーゲル国法論批判」以後「ドイツ・イデオロギー」
に至る過程で、自らのオリジナルな市民社会概念すなわち「経済的土台的概念」を彫琢した。つまり、『ドイツ。イ
デオロギー」において、「生産および交通から直接に発展する社会的組織」「あらゆる時代に国家およびその他の観念
的上部構造の土台となす」ものと定式化された、「マルクスのビュルガーリッ上・ゲゼルシャフト概念は土台・上部
1３１
構造のうちに包摂され、すぐれて経済的術造を意味するものとして純化された」（㈹‐８頁）とする。
こ
の
点
を
確
認
し
た
上
で
、
小
松
氏
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
市
民
社
会
論
に
あ
る
上
部
構
造
的
要
素
は
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
い
か
に
位
置
ず
け
ら
れ
た
か
と
問
い
、
そ
れ
を
ソ
シ
ェ
テ
・
シ
ヴ
ィ
ル
Ⅱ
シ
ビ
ル
・
ソ
シ
ェ
テ
概
念
に
求
め
る
。
そ
の
論
拠
と
し
て
中
心
的
に
考
察
さ
れ
る
の
が
、
「
ア
ン
ネ
ン
コ
フ
ヘ
の
手
紙
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
の
マ
ル
ク
ス
の
以
下
の
三
つ
の
「
仮
定
Ⅱ
前
提
」
と
「
解
答
」
が
、
彼の社会描成体を説明するとみる（Ⅶ頁）。すなわち、
一
、
「
人
間
の
生
産
諸
力
の
一
定
の
発
展
段
階
」
が
前
提
さ
れ
る
と
、
「
生
産
と
消
世
の
一
定
の
発
展
状
態
」
が
え
ら
れ
る
と
い
う
解
溶
二、「生産・交通・消費の一定の発展段階」が前提されると、「社会的椛成の一定の組織」Ⅱ「家族・諸身分・諸階
級の一定の組織」、｜言でいえば「市民社会」（⑫。Ｑ貝のＱく】］の）があるという解答
三
、
「
｜
定
の
市
民
社
会
」
が
前
提
さ
れ
る
と
、
市
民
社
会
の
「
公
的
表
現
」
「
公
的
要
約
」
で
あ
る
「
政
治
的
国
家
」
が
あ
る
と
い
う
小
松
氏
は
、
こ
の
第
一
の
仮
定
Ⅱ
前
提
の
「
人
間
の
生
産
諸
力
の
一
疋
の
発
展
段
階
」
に
対
応
す
る
「
生
藤
と
消
費
の
一
定
の
形
態
」
が
、
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
に
お
け
る
ビ
ュ
ル
ガ
ー
リ
ッ
上
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
概
念
、
す
な
わ
ち
「
こ
れ
ま
で
の
す
べ
て
の
歴
史的段階に存在した生産諸力によって規定され、逆にそれを規定しかえす交迦形態」に該当すると規定する。つぎに、
第二の仮定Ⅱ前提における市民社会、「社会的構成の一定の組織」Ⅱ「家族・諸身分・諸階級の一定の組織」として
の
市
民
社
会
は
、
ビ
ュ
ル
ガ
ー
リ
ッ
上
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
と
は
異
な
る
「
明
ら
か
に
上
部
構
造
に
属
す
る
概
念
で
あ
る
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
概
念
が
家
族
を
も
包
含
す
る
点
で
ヘ
ー
ゲ
ル
の
市
民
社
会
論
と
も
異
な
る
と
し
つ
つ
も
、
「
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
け
る
市
民
社
会
の上部柵造要素１１「法社会』・『階級社会』的契機をマルクスがそのシビル・ソシェテ概念において再把握している
ということも知られる」（〃，３頁）、と規定する。
’一一、
解
答
132
マルクスの市民社会論
さ
ら
に
、
こ
の
ソ
シ
ェ
テ
・
シ
ヴ
ィ
ル
概
念
の
『
哲
学
の
貧
困
」
に
お
け
る
用
法
が
考
察
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
「
封
建
制
度
の
も
と
で
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
よ
っ
て
発
展
さ
せ
ら
れ
て
い
た
生
産
諸
力
は
、
彼
ら
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
掌
握
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
す
べ
て
の
旧経済形態が、それに照応していた市民間の諸関係（同の］目。□⑩。旨］の）、旧市民社会（の。Ｑの芯Ｑこの）の公的表現
（の§『の凶ｇｏ蔑口の｝］の）であった政治的国家が、打破された」の一文を、こう推論する。ここでの「経済形態」と
「市民間の諸関係」は、「アンネンコフヘの手紙」における「人間が生産し、消費し、交換する経済形態」と「社会的
諸
関
係
」
に
照
応
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
氏
は
、
マ
ル
ク
ス
の
「
シ
ビ
ル
・
ソ
シ
エ
テ
Ⅱ
市
民
関
係
概
念
」
を
、
改
め
て
こ
う
規
定
する。それは、「『社会的構成の一定の形態Ⅱ『家族・諸身分・諸階層の一定の組織』、すなわち社会的構成体一般の
中間領域に位置を占めるもののことである」（朽頁）。
か
く
し
て
、
小
松
氏
は
、
ピ
ュ
ル
ガ
ー
リ
ッ
上
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
概
念
と
ソ
シ
ェ
テ
・
シ
ヴ
ィ
ル
概
念
を
土
台
と
上
部
術
造
の
概
念
と
峻
別
し
、
マ
ル
ク
ス
の
社
会
Ⅱ
社
会
構
成
体
が
三
領
域
Ⅱ
三
層
構
成
か
ら
な
る
と
、
こ
う
結
論
さ
れ
る
。
「
『
交
迦
と
消
費
の
一
定
の
形
態
』
な
い
し
『
生
産
・
交
通
・
消
費
の
一
定
の
発
展
段
階
』
と
し
て
の
『
ビ
ュ
ル
ガ
ー
リ
ッ
上
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
』
（
経
済
的
社
会
柵
成
体
）
＋
『
家
族
・
諸
身
分
・
諸
階
級
の
一
定
の
組
織
』
か
ら
構
成
さ
れ
る
『
ソ
シ
ェ
テ
・
シ
ヴ
ィ
ル
』
＋
『
国
家
』
Ⅱ
政
治
的
国
家
と
いう三領域Ⅱ三層構成をもって存立する」（ね頁）。
ロ
上
部
構
造
と
し
て
の
市
民
社
会
Ⅱ
ソ
シ
ェ
テ
・
シ
ヴ
ィ
ル
論
こ
の
マ
ル
ク
ス
社
会
Ⅱ
社
会
構
成
体
論
の
三
域
Ⅱ
三
層
構
成
論
を
前
提
と
し
て
、
小
松
氏
は
、
さ
ら
に
そ
の
中
軸
と
な
る
上
部
構
造
概
念
と
し
て
の
ソ
シ
ェ
テ
・
シ
ヴ
ィ
ル
概
念
を
考
察
す
る
。
ま
ず
、
「
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
の
次
の
一
文
が
引
か
れ
る
。
「
し
た
が
っ
て
事
実
は
、
こ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
特
定
の
や
り
方
で
生
産
的
に
働
い
て
い
る
特
定
の
諸
個
人
は
、
こ
れ
ら
の
特
定
の
社
会
的
諸
関
係
お
よ
び
政
治
的
諸
関
係
を
結
ぶ
。
経
験
的
観
察
は
、
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そ
れ
ぞ
れ
の
個
々
の
場
合
に
お
い
て
、
社
会
的
編
成
お
よ
び
政
治
的
編
成
と
生
産
と
の
関
連
を
、
経
験
的
に
、
そ
し
て
ど
ん
な
神
秘
化
や
思
弁
も
な
し
に
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
社
会
的
編
成
と
国
家
は
、
い
つ
で
も
特
定
の
諸
個
人
の
生
活
過
程
か
ら
生
じ
る
」
（
花
崎
泉
平訳『新版ドイツ・イデオロギー』、合同出版、羽頁）。
こ
の
一
文
は
、
小
松
氏
に
よ
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
が
す
で
に
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
に
お
い
て
、
ピ
ュ
ル
ガ
ー
リ
ッ
上
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
Ⅱ
「
市
民
社
会
」
、
「
社
会
的
編
成
」
、
「
政
治
的
編
成
」
の
三
傾
城
Ⅱ
三
層
構
成
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
こ
こ
で
の
「
社
会
的
編
成
」
が
「
ア
ン
ネ
ン
コ
フ
ヘ
の
手
紙
」
や
『
哲
学
の
貧
困
』
に
お
け
る
シ
ビ
ル
・
ソ
シ
ェ
テ
Ⅱ
「
市
民
社
会
」
に
相
当
す
る
こ
と
、
し
か
も
、
そ
の
さ
い
、
前
者
の
「
社
会
的
編
成
」
論
が
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
Ⅱ
動
態
的
視
角
」
を
と
る
の
に
対
し
、
後
者
が
「
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
Ⅱ
静
態
的
視
角
」
と
す
る
（
沼
頁
）
。
な
ぜ
な
ら
、
「
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
に
お
け
る
「
社
会
的
編
成
の
力
」
と
は
、
「
ど
の
新
し
い
階
級
も
、
そ
の
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
に
だ
け
で
も
、
そ
の
利
害
を
社
会
の
全
成
員
の
共
通
の
利
害
と
し
て
、
す
な
わ
ち
、
観
念
的
に表現すれば、その諸思想に普遍性の形式を与え、それらの思想をただひとつ理性的で、普遍妥当的な諸思想として」
示
す
力
能
、
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
平
均
的
利
害
に
普
遍
的
な
形
態
を
与
え
る
」
力
能
、
を
意
味
す
る
か
ら
と
す
る
。
つ
ま
り
、
シ
ビ
ル
・
ソ
シ
ェ
テ
Ⅱ
市
民
社
会
は
、
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
に
み
れ
ば
「
巾
民
間
の
諸
関
係
」
と
「
家
族
・
諸
身
分
・
諸
階
級
」
の
一
定
の
組
織
か
ら
な
る
「
社
会
的
編
成
」
の
二
重
性
で
あ
る
が
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
み
れ
ば
、
支
配
階
級
が
自
己
の
特
殊
利
害
を
社
会
の
共
通
利
害
と
し
て
示
し、ヘゲモーーーを獲得しようとする「階級闘争の場Ⅱ舞台（アリーナ）」だと規定するのである（門頁）。
そ
し
て
、
小
松
氏
は
、
こ
の
ソ
シ
エ
テ
・
シ
ヴ
ィ
ル
Ⅱ
市
民
社
会
を
経
済
的
土
台
と
国
家
と
の
中
間
領
域
と
し
て
位
置
ず
け
る
と
き
、
史
的
唯
物
論
を
経
済
主
義
、
基
底
還
元
主
義
し
た
が
っ
て
階
級
還
元
主
義
な
ど
の
批
判
が
妥
当
し
な
い
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
お
い
て
、
国
家
は
、
土
台
Ⅱ
経
済
的
構
造
の
運
動
法
則
を
ソ
シ
ェ
テ
。
シ
ヴ
ィ
ル
Ⅱ
市
民
社
会
に
お
け
る
階
級
闘
争
に
媒
介
さ
れてその表現・要約をなしとげるものであり、国家が土台にたいして「相対的自立性・自律性」をもつことができる。
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同
時
に
、
プ
、
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
も
、
経
済
的
土
台
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
腱
史
の
発
腿
方
向
に
依
拠
し
て
対
抗
的
勢
力
を
術
成
し
、
国
民
的
－
人
民
的
へ
ゲ
モ
ー
ー
ー
を
創
出
し
え
れ
ば
、
国
家
に
よ
る
市
民
社
会
の
総
括
の
仕
方
に
「
相
対
的
に
回
律
」
し
て
一
定
の
比
主主義的な形態を与える事ができるとするのである。つまり、シピル・ソシェテⅡ市民社会論は、構造論としては、
「土台からの国家の相対的自律性」を承認し、動態論としては「支配階級からの国家の相対的自律性」を弁証するも
、のとして、提示するのである（卯頁）。さらに、このシビル・ソシェテⅡ市民社会論は、『経済学批判」序言の「物質
的
生
活
の
生
産
様
式
が
、
社
会
的
生
活
過
樫
、
政
治
的
生
活
過
樫
お
よ
び
梢
神
的
生
活
過
陛
一
般
を
規
疋
す
る
」
巾
の
「
社
会
的
生
活
過
程」に対応するとも主張される（Ｍ頁）。
か
く
て
、
小
松
氏
の
結
論
は
、
「
マ
ル
ク
ス
の
史
的
唯
物
論
は
経
済
決
定
論
な
い
し
土
台
ｌ
上
部
術
造
直
結
主
義
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
社会Ⅱ歴史理論ではまったくない」（Ⅲ頁）、また「戦後日本の市民社会論史においてビュルガーリッ上・ゲゼルシャ
フ
ト
に
お
い
て
仮
託
さ
れ
て
い
た
ｌ
過
重
負
但
を
担
わ
さ
れ
て
い
た
１
１
市
民
的
・
政
治
的
白
山
民
主
主
義
の
継
承
と
発
腱
と
い
う
諜瓢はシビル・ソシェ一丁の二重性Ｉシトワイァンとしての市民附側係と鵬級Ⅲ関係との二重性を的確に把握するこ
とによって、はじめて、その正当な位世ずけをうることになる」（泥’７頁）とする。
論このような小松氏の、マルクスの社会Ⅱ歴史理論の新しい把掘と戦後日本における市民社会論の総括は、きわめて
膣刺激的なものである。再度柵柄すると、その雄本的主張は、第一に、マルクスの「ビュルガーリッ上・ゲゼルシャフ
祀卜」概念と「ソシエテ・シヴィル」概念を、「生産と交通」を現す物質的・土台的なものと「社会的編成」を現す上
、部構造的なものとして明確に区別すること、第一一に、このソシエテ・シヴイル概念を、「市民間の諸関係」と「階級
クル闘争の場」の一一重性としてそのダイナミクスにおいて把握すること、第三に、｝」れによって、マルクスの社会Ⅱ歴史
マ
理論たる史的雌物論における土台ｌ上部構造関係を弁証法的に措定しなおすことである。では、この把掘は、マルク
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二
小
松
氏
の
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
の
検
討
こ
こ
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
小
松
氏
の
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
の
把
握
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
私
自
身
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
す
で
に
い
く
つ
か
の
試
論
を
現
し
て
き
た
が
、
小
松
氏
は
先
の
論
橘
の
な
か
で
私
の
過
去
の
所
論
に
つ
い
て
の
批
判
も
行
な
っ
て
お
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
ま
ず
私
の
こ
れ
ま
で
の
所
論
を
愁
皿
し
つ
つ
こ
の
批
判
に
答
え
る
こ
と
、
次
に
小
松
氏
の
論
説
を
検
討
し
、
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
の
理
論
構
造
に
つ
い
て
の
私
の
新
し
い
把
握
の
前
提
と
し
た
い
。
（９）
さ
て
、
私
は
こ
れ
ま
で
、
マ
ル
ク
ス
の
巾
民
社
△
云
論
の
理
解
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
文
献
に
著
し
て
き
た
。
ま
ず
、
『
現
代
民
主
主
義の思想』において、以下のことを指摘した。
イ
、
マ
ル
ク
ス
の
市
民
社
会
概
念
に
は
、
大
き
く
、
（
Ａ
）
歴
史
貫
徹
的
な
広
義
の
市
民
社
会
概
念
と
（
Ｂ
）
一
八
世
紀
に
現
れ
る
プ
（川）
ルジョァジー社〈丞としての雌史的な狭鎚な市民社会概念があり、それは、「ドイツ・イデオロギー』の以下の二川
ス
の
所
説
を
全
面
的
に
解
明
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
小
松
氏
の
こ
の
新
た
な
提
起
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
の
市
民
社
会論がなにかをさらに追求したい。
（
Ａ
）
「
こ
れ
ま
で
の
す
べ
て
の
歴
史
的
諸
段
階
に
当
然
存
在
し
た
生
産
諸
力
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
逆
に
そ
れ
を
規
定
し
か
え
す
交
通
、
、
、
、
形態とは、市民社会（日の目「ぬの『一一ｎコの○の⑭の一一⑭。ｇ津）のことである。……この市民社会が、全歴史の真のかま
どであり、舞台である……。」（ご丘・・の．］い］『》同、『②頁）
（
Ｂ
）
「
市
民
社
会
と
い
う
言
葉
は
一
八
世
紀
に
現
れ
た
が
、
そ
の
時
と
い
う
の
は
、
所
有
関
係
が
す
で
に
古
代
と
中
世
の
共
同
体
か
ら
抜け出しおえたときであった。市民社会それｎ体（ロ】のｇ『、の豊・ロの○のいの」』の９ロヰロ］のの○一・ゴの）はブルジョアと
定にみられる。
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（Ｄ）「階級と階級対立のうえにたつ旧ブルジョア社会（口］【のロウ目『ぬの『一一○コの○の⑪の］］⑫ｎ日溥）に代わって、各人の
回山な発歴が刀人の岡山な発腰の条件であるような一つの協同体（の旨のシの②○国ｇ一○コ）が現れる」（「共産党〕Ⅲ一言』、
巨向三・巴・←・「全集』、仙頁）。
したがって、》」｝」には、「市民社会」から協同体に向かう、「古い市民社会ｌ市民社会ｌ協同体」と「階級社会ｌそ
の岐終形態としてのブルジョア社会ｌ協同体」の二形態があること。それにより、市民社会概念は、前者においては、
、
、
、
、
、
、
協同的な生雌と交通の発展の観点から捉えられた「疎外的・擬制的な協同体としての市民社会」であり、再建する
べき協同態の雄樅であり、後背においては、階級闘争の観点から捉えられた「敵対的な階級社会の鮫終形態としての
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ブルジョア社会」であり、打倒するべき対象であると、私は把握した。
し
か
し
、
一
いて捉えた。
（Ｃ）「労働者階級は、その発歴において、諸階級とその敵対関係を排除する一つの協同体（目の口朋（Ｈ甘口。□）を
もって、古い市民社会（一目Ｑの目のの８－の戚口蔓の）におき代えるだろう。そして、本来の怠味での政治椛力は
も
は
や
存
在
し
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
ま
さ
に
政
治
権
力
こ
そ
、
市
民
社
会
（
一
口
⑪
月
賦
爪
・
旨
］
の
）
に
お
け
る
敵
対
関
係
の
公式の要約だからである」（『哲学の貧肘」、昌一脇『の。の］口己昌。⑪ｏｇ－Ｐシ○五の。。【のロ・］の田、「企災』四巻、川
頁）。 頁、-〆
と
も
に
だ
け
発
岐
す
る
の
で
あ
る
が
、
生
産
と
交
迦
か
ら
直
接
に
展
開
さ
れ
る
社
会
的
組
織
体
は
、
い
つ
の
時
代
に
も
国
家
お
よ
び
その他の観念的上部術造の土台をなしていて、たえずこれと同じ名前でよばれてきた」（ご丘・・の。－ｍ一ｍ・同、脇
マルクスはまもなく、この（Ｂ）ブルジョア社会としての市民社会を、さらに協同体に向かう二形態にお
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以
上
の
よ
う
な
、
こ
れ
ま
で
の
私
の
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
の
把
握
に
た
い
し
て
、
小
松
氏
は
さ
き
の
論
稿
の
な
か
で
、
以
下
の
批
判
的
コ
メ
ン
ト
を
付
け
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
氏
は
、
私
の
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
の
区
分
を
紹
介
し
、
そ
れ
に
も
と
ず
く
私
の
平
川
満
川
概念」と規定した。
マ
ル
ク
ス
に
は
、
「
こ
れ
ま
で
の
す
べ
て
の
歴
史
的
諸
段
階
に
当
然
存
在
し
た
生
産
諸
力
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
逆
に
そ
れ
を
規
定
し
かえす交通形態とは、市民社会（日の目「ぬの１－・ずの○の⑭の』］の。ｇ津）のことである。……この市民社会が、全歴史の真
のかまどであり、舞台である……。」（『ドイツ・イデオロギー」）という規定に導かれる「市民社会史観」と、「これ
までのすべての社会の歴史は、階級闘争の歴史である」（『共産党宣言」）という規定にある「階級社会史観」がある
こ
と
。
た
だ
し
、
こ
の
両
史
観
は
、
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
内
在
的
に
紬
接
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
マ
ル
ク
ス
は
な
に
よ
り
、
「
国
家
が
市
民
社
会
と
並
び
、
そ
の
外
に
あ
る
特
別
な
存
在
と
な
っ
た
」
（
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
ご
段
階
の
市
民
社
会
と
し
て
の
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
分
析
に
お
い
て
こ
そ
、
す
な
わ
ち
歴
史
的
・
階
級
的
社
会
と
し
て
の
市
民
社
会
か
ら
の
抽
象
に
お
い
て
こ
そ
、
歴
史
貫
通
的
・
協
同
的
社
会
と
し
て
の
市
民
社
会
を
位
置
ず
け
え
た
、
と
捉
え
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
二
つ
の
市
民
社
会
と
の
関
連
に
お
い
て
、
私
は
、
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
市
民
と
階
級
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
捉
え
た
。
そ
の
巾
比
概
念
は
、
古
典
古
代
的
巾
以
像
を
継
承
す
る
ル
ソ
ー
の
観
点
に
近
く
、
「
市
民
生
活
と
政
治
生
活
を
統
一
し
、
と
く
に
政
治
的
共
Ｍ
体の担い手としての市民」である。階級は、「ブルジョア社会の担い手たるブルジョア」と、「その椛力を奪い階級社
、
、
会
そ
れ
自
体
を
廃
止
す
る
も
の
と
し
て
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
「
市
民
が
将
来
に
わ
た
る
市
民
社
会
の
主
体
で
あ
、
、
、
、
、
、
り
、
階
級
が
そ
こ
に
向
か
う
現
在
の
階
級
社
会
の
主
体
」
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
両
者
は
「
目
的
と
手
段
と
し
て
内
在
的
に
連
関
す
る
つぎに、幻
を散術した。 私
は
、
以
上
の
確
認
を
も
と
に
、
と
く
に
『
マ
ル
ク
ス
思
想
の
現
代
的
可
能
性
」
第
一
章
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
そ
れ
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氏
へ
の
批
判
を
も
提
示
し
つ
つ
、
私
の
市
民
社
会
論
の
展
川
は
「
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
ビ
ュ
ル
ガ
ー
リ
ッ
上
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
と
シ
ビ
ル
・
ソ
シ
エ
テ
と
の
区
別
に
つ
い
て
の
問
題
意
識
は
欠
如
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
氏
の
民
主
主
義
論
・
社
会
主
義
論
か
ら
す
れ
ば
、
上
部
柵
造
と
し
て
の
シ
ビ
ル
・
ソ
シ
エ
テ
と
い
う
「
独
ｎ
な
航
域
」
を
認
め
る
こ
と
の
ほ
う
が
、
理
論
的
な
首
尾
一
貫
性
を
全
う
で
き
る
の
で
は
ないかと考えられる」（Ｍ頁、註、⑰）、と。
この小松氏の私のマルクス市民社会論把握への批判は、氏のいう「ビュルガーリッ上・ゲゼルシャフト」と「ソシ
ェテ・シヴィル」を土台と上部柵造概念との規定を前捉として、マルクスの社会Ⅱ社会柵成休が、「交通と消凹の一
疋
の
形
態
」
な
い
し
「
生
確
・
交
通
・
川
賀
の
一
定
の
発
展
段
階
」
と
し
て
の
「
ビ
ュ
ル
ガ
ー
リ
ッ
上
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
」
（
締
済
的
社会柵成休）＋「家族・諸身分・諸階級の一定の組織」から柵成される「ソシェテ・シヴィル」＋「国家」Ⅱ政治的
国
家
と
い
う
三
伽
域
Ⅱ
三
層
構
成
か
ら
な
る
と
す
る
観
点
か
ら
は
、
当
然
に
妥
当
す
る
批
判
と
い
え
る
。
こ
の
批
判
は
、
さ
ら
に
、
私
の
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
の
体
系
的
認
識
、
お
よ
び
そ
の
認
識
と
民
主
主
義
論
・
社
会
主
義
論
の
関
係
の
不
十
分
性
を
脂
摘
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
私
の
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
理
解
に
お
い
て
は
、
第
一
に
、
国
家
を
始
め
と
す
る
上
部
枇
造
の
土
台
と
し
て
の
市
民
社
会
概
念
を
、
「
歴
史
貫
通
的
・
協
同
的
市
民
社
会
」
と
「
歴
史
的
・
階
級
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
」
に
お
い
て
区
別
す
る
点
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
、
第
二
に
、
ゆ
え
に
、
ビ
ュ
ル
ガ
ー
リ
ッ
上
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
と
ソ
シ
ェ
テ
。
シ
ヴ
ィ
ルの区別は行いながらも、それを「協同体」への「階級的」於州と「協同的」荻樅においてのみ区別していたこと、
第
三
に
、
し
た
が
っ
て
、
ま
さ
に
民
主
主
義
や
社
会
主
義
を
形
成
す
る
「
独
自
な
航
域
」
と
し
て
の
市
民
社
会
、
つ
ま
り
は
上
部
椛
造
と
しての市民社会を光分に考察しなかったことにある。したがって、私は、小松氏の私への批判を貰菰な指摘として受
け入れ、氏のマルクス市民社会論への問題提起を受ける形で、この課題への私なりの再把握を提示したいと思う。
た
だ
し
、
そ
の
前
提
作
業
と
し
て
、
ま
ず
、
小
松
氏
の
問
迦
提
起
自
体
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
股
小
川
の
検
討
を
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
139
で
は
、
な
ぜ
こ
う
い
う
一
元
化
が
行
わ
れ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
小
松
氏
が
、
ま
ず
、
マ
ル
ク
ス
の
土
台
Ｉ
上
部
櫛
造
論
の
再
構
成
の
必
要
か
ら
、
ビ
ュ
ル
ガ
ー
リ
ッ
上
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
と
ソ
シ
ェ
テ
・
シ
ヴ
ィ
ル
概
念
を
土
台
と
上
部
構
造
概
念
と
し
て
の
峻
別
に
あ
ま
り
に
急
で
あ
っ
た
こ
と
に
依
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
よ
り
一
般
的
に
は
、
マ
ル
ク
ス
の
社
会
Ⅱ
歴
史
理
論
を
、
土
台
（
ビ
ュ
ル
イ
、
ビ
ュ
ル
ガ
ー
リ
ッ
上
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
概
念
の
「
土
台
」
化
氏
は
端
的
に
い
う
、
ヨ
ド
イ
ッ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
に
お
け
る
ビ
ュ
ル
ガ
ー
リ
ッ
上
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
論
は
、
一
八
世
紀
以
降
の
ビ
ュ
ル
ガ
ー
リ
ッ
上
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
概
念
の
変
遷
を
視
野
に
収
め
、
そ
れ
を
『
生
産
と
交
通
か
ら
直
接
に
発
展
す
る
社
会
的
組
織
』
と
と
ら
え
、
『
あ
ら
ゆ
る
時
代
に
国
家
お
よ
び
そ
の
他
の
観
念
論
的
上
部
構
造
の
土
台
を
な
す
』
も
の
と
定
式
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
お
い
て
マ
ル
ク
ス
の
ビ
ュ
ル
ガ
ー
リ
ッ
上
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
概
念
は
、
土
台
・
上
部
構
造
論
の
う
ち
に
包
摂
さ
れ
、
す
ぐ
れて経済的柵造を意味するものとして純化されたといえよう」（冊頁）。
だ
が
、
こ
れ
は
正
確
な
解
釈
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
に
は
、
市
民
社
会
（
ビ
ュ
ル
ガ
ー
リ
ッ
上
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
）
に
つ
い
て
の
明
確
な
二
規
定
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
生
産
と
交
通
か
ら
直
接
に
発
展
す
る
社
会
的
組
織」、「あらゆる時代に国家およびその他の観念論的上部構造の土台をなす」市民社会と、十八世紀にあらわれ「ブル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
と
も
に
だ
け
発
展
す
る
」
市
民
社
会
が
、
区
別
さ
れ
て
が
在
す
る
の
で
あ
る
。
前
者
は
「
雁
史
の
か
ま
ど
で
あ
り
、
郷
台」すなわち歴史貫通的な「土台」としての市民社会であり、後者は「ブルジョア社会」としての歴史的一段階とし
て
の
階
級
的
市
民
社
会
で
あ
る
。
疑
い
よ
う
の
な
い
こ
の
規
定
を
、
小
松
氏
の
よ
う
に
、
．
八
世
紀
以
降
の
ビ
ュ
ル
ガ
ー
リ
ッ
上
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
概
念
の
変
遷
を
視
野
に
収
め
」
（
船
頁
）
と
触
れ
る
だ
け
で
、
こ
の
概
念
を
「
土
台
」
に
一
元
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
たろう。
は、以下の諸点である。
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Ⅲ
上
部
柵
造
と
し
て
の
ソ
シ
ェ
テ
・
シ
ヴ
ィ
ル
の
問
題
小
松
氏
が
、
と
く
に
「
ア
ン
ネ
ン
コ
フ
ヘ
の
手
紙
」
や
「
哲
学
の
ａ
川
』
の
な
か
の
表
現
に
み
ら
れ
る
マ
ル
ク
ス
の
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
ソ
シ
ェ
テ
・
シ
ヴ
ィ
ル
（
ま
た
は
シ
ビ
ル
・
ソ
シ
ェ
テ
）
概
念
を
、
ド
イ
ツ
語
で
表
現
さ
れ
た
ビ
ュ
ル
ガ
ー
リ
ッ
上
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
トと区別し、上部構造的概念と明確に規定されたこと日体は、マルクス市民社会論の理解を深化するものといえる。
す
な
わ
ち
、
こ
の
シ
ビ
ル
・
ソ
シ
ェ
テ
Ⅱ
市
民
社
会
が
、
「
巾
民
間
の
諸
関
係
」
と
「
家
族
・
諸
身
分
・
諸
階
級
」
の
一
定
の
組
織
か
ら
なる「社会的編成」の二砿性でありつつ、支配階級が自己の特殊利害を社会の共通利害として示し、ヘゲモーーーを狸
得
し
よ
う
と
す
る
「
階
級
闘
争
の
場
Ⅱ
艸
台
（
ア
リ
ー
ナ
）
」
と
す
る
川
疋
は
、
そ
の
上
部
柵
造
概
念
の
内
実
を
明
確
化
す
る
も
の
で
あ
る。そして、この規定は、マルクスの巾氏社会論の歴史的位悩の検討で明らかになった、「図比生活」と「政楴生荊」
の砧抗に対応するものともいえる。
た
だ
し
、
あ
え
て
い
え
ば
、
小
松
氏
に
よ
る
こ
の
シ
ビ
ル
・
ソ
シ
ェ
テ
に
は
、
そ
の
「
社
会
的
編
成
」
と
「
階
級
闘
争
の
場
」
を
媒
介するより機軸的な結接概念が必要であり、それを明確に「所有」に求めるべきではないだろうか（小松氏も、「社
会的編成」は「分配諸関係」によって自立化する「社会的諸階級の編成」〔氾瓦］であるとしている）。
なぜなら、マルクスは、『ドイツ・イデオロギー』において、「ある氏族の他の氏族の関係」や「その氏族ｎ体の内
（皿）
始
め
て
川
染
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ガ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
）
ｌ
上
部
柵
造
（
ソ
シ
ェ
テ
・
シ
ヴ
ィ
ル
）
Ｉ
国
家
と
し
て
聡
史
貸
迦
的
な
史
的
唯
物
論
の
体
系
に
組
織
化
す
る
刀
向
に
お
い
て
、
ビ
ュ
ル
ガ
ー
リ
ッ
上
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
を
歴
史
的
個
体
と
し
て
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
と
規
定
す
る
こ
と
を
忌
避
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
私
に
お
い
て
は
、
マ
ル
ク
ス
の
ビ
ュ
ル
ガ
ー
リ
ッ
上
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
概
念
は
、
ま
ず
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
階
級
社
会
と
し
て
あ
り
、
こ
の
現
災
社
会
の
分
析
に
よ
っ
て
こ
そ
、
土
台
そ
し
て
上
部
術
造
と
し
て
の
市
民
社
会
概
念
が
Ｍ１
あろう。
部編成」はその瓜族の「生産と内外交通の発展段階」に依存しているが、その生産諸力の発展は「分業」に依るとす
る
。
そ
し
て
、
分
業
は
、
農
耕
労
働
か
ら
の
工
業
・
商
業
労
働
の
分
離
、
祁
市
と
農
村
の
分
離
、
そ
し
て
労
働
す
る
諸
個
人
の
区
分
・
配
殻
（
家
父
長
制
、
奴
隷
制
、
諸
身
分
、
諸
階
級
）
な
ど
を
規
定
す
る
と
い
う
。
そ
の
上
で
、
分
業
の
発
展
段
階
と
は
「
所
有
の
さ
ま
ざ
ま
な形態」とし、その歴史的な諸形態が「部族所行」、「古代の共同体所有および阿家所有」、「封建的あるいは身分的所
行」などとして展開する（前川訓、犯町風）。別箇所でも、マルクスは分業の発生自体が矛附を孕むものであり、労
働とその生産物の「不平等な分配」すなわち「所有」を生じる点で、分業と私的所行は同じとしている。したがって、
家族における原始的、沿在的奴隷制が「岐初の所有」とし、さらに、分業と同時に、「各個人や各家族の利害」と州
互に交通しあうすべての「諸個人の共同の利審」の矛胴が生じ、この「特殊利需」と「共同利害」の矛屑は、国家に
お
け
る
共
同
利
害
の
自
立
に
至
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
同
、
侃
画
）
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
下
部
術
造
と
上
部
櫛
造
を
媒
介
す
る
も
の
と
し
て
の
所
有
形
態
の
規
定
は
、
後
期
の
「
経
済
学
批
判
」
の
序
言
に
も
み
ら
れ
る
。
「
社
会
の
物
画
的
生
産
諸
力
は
、
そ
の
発
歴
の
あ
る
段
階
で
、
そ
れ
ら
が
そ
れ
ま
で
そ
の
内
部
で
巡
吻
し
て
き
た
既
仔
の
生
産
諸
関
係
と
、
あ
る
い
は
そ
れ
の
法
律
的
表
現
に
す
ぎ
な
い
が
、
所有諸関係と矛盾するようになる。……その時に社会革命の時期が始まる」（国民文庫版、肥，７頁）。
雌認しなければならないことは、マルクスにあっては、シビル・ソシェテにおける「市民間関係」も、「所有」関
係によって「階級間関係」と川即的なものとなり、その当初（ギリシャの巾民間関係と市民ｌ奴隷関係）から現代
、
、
、
、
（
商
品
交
換
関
係
と
資
本
Ｉ
貸
金
関
係
）
に
至
る
ま
で
、
そ
れ
側
休
と
し
て
は
超
歴
史
的
な
も
の
と
し
て
は
存
在
し
え
な
か
っ
た
こ
と
で
ハ
、
ソ
シ
ェ
テ
・
シ
ヴ
ィ
ル
と
国
家
の
関
係
の
問
題
小
松
氏
が
ソ
シ
ェ
テ
・
シ
ヴ
ィ
ル
を
上
部
柵
造
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
は
各
所
に
お
い
て
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
規
定
に
お
い
て
同
じ
く
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こ
こ
で
は
、
上
川
榊
造
と
し
て
の
シ
ビ
ル
・
ソ
シ
エ
テ
が
、
土
台
と
上
部
柵
造
と
し
て
の
国
家
の
「
中
間
価
域
」
で
あ
っ
た
り
、
囚
家
と
な
ら
ぶ
上
部
柵
造
で
あ
っ
た
り
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
む
ろ
ん
マ
ル
ク
ス
の
市
民
社
会
概
念
の
多
取
性
を
規
定
す
る
こ
と
の
川
雌
性
に
原
川
が
あ
ろ
う
。
だ
が
、
別
の
要
因
と
し
て
は
、
小
松
氏
が
、
氏
の
論
稿
を
な
に
よ
り
マ
ル
ク
ス
の
社
会
Ⅱ
腋
史
理
論
、
史
的
唯
物
論
の
雌疋、とくに「経済学批判」「序言」の狂本テーゼの解明を主題とし、この目的にそった市民社会論の可規定の遂行
、
、
、
、
、
、
、
、
、
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
氏
に
よ
る
巾
比
社
会
の
位
悩
づ
け
が
、
史
的
咄
物
論
に
お
け
る
巾
乢
社
会
概
念
の
考
察
と
な
り
、
３
当初から市民社会が土台と国家の「小間」的なものとして杵遡的に存在するという把掘に傾く結果とみえる。
上
部
術
造
で
あ
る
国
家
と
の
関
係
が
や
や
不
明
確
と
お
も
わ
れ
る
。
氏
は
、
ま
ず
、
「
ア
ン
ネ
ン
コ
フ
ヘ
の
手
紙
」
や
「
哲
学
の
貧
困
』
の
川
疋
を
『
ド
イ
ツ
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
の
川
諮
で
絶
叫
す
る
と
し
て
、
マ
ル
ク
ス
の
社
会
Ⅱ
社
会
柵
成
休
が
、
『
交
通
と
消
避
の
一
疋
の
形
態
』
な
い
し
『
生
産
・
交
通
・
椚
費
の
一
定
の
発
展
段
階
』
としての『ビュルガーリッ上・ゲゼルシャフト」（経済的社会柵成体）十「家族・諸身分・諸階級の一定の糾織」か
ら柵成される「ソシェテ・シヴィル』十「国家』Ⅱ政冷的国家という三価域Ⅱ三川柵成をもって存立する」（ねＨ）
と
規
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
謀
の
「
社
会
的
編
成
」
や
「
政
治
的
編
成
」
に
対
応
さ
せ
る
と
き
に
は
、
「
マ
ル
ク
ス
の
土
台
・
上
部
椛
鐘
論
に
は
、
シ
ピ
ル
・
ソ
シ
ェ
テ
ー
柿
会
的
縄
成
を
小
川
錘
と
し
て
、
経
済
餓
会
鵬
成
体
、
市
氏
社
会
Ⅱ
社
会
的
編
成
、
倒
家
１
政
治
的
編
成
の
三
傾
域
Ⅱ
三
層
構
成
論
が
存
在
す
る
」
と
し
、
ま
た
、
「
マ
ル
ク
ス
の
土
台
・
上
部
術
造
論
に
あ
っ
て
は
、
土
台
Ⅱ
「
経
済
的
瀞
級
」
と
国
家
の
中
間
航
域
と
し
て
市
民
社
会
を
位
樋
ず
け
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
な
っ
て
い
る
」
（
町
頁
）
と
い
う
。
さ
ら
に
、
『
経
済
学
批
判
』
「
序
言
」
に
お
け
る
「
社
会
的
生
活
過
曝
」
を
シ
ピ
ル
・
ソ
シ
ェ
テ
Ⅱ
市
民
社
会
の
対
応
物
と
み
れ
ば
、
そ
こ
に
お
け
る
史
的
唯
物
論
の
基
本
テ
ー
ゼ
は
「
土
台
と
上
部
柵
造
に
お
け
る
市
民
社
会
プ
ラ
ス
国
家
の
三
緬
域
Ⅱ
三
層
柵
成
論
を
嵌
入
し
て
理
解
し
う
る
」
（皿頁）などとする。
三
、
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
の
理
論
構
造
こ
れ
ま
で
、
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
の
朧
史
的
位
避
や
小
松
氏
の
問
題
提
起
を
検
討
し
て
き
た
が
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
私
自
身
の
市
比
社
会
論
の
把
握
を
雅
迎
し
て
改
め
て
提
起
し
た
い
。
イ
、
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
の
刀
法
的
前
提
マ
ル
ク
ス
は
、
「
ヘ
ー
ゲ
ル
国
法
論
批
判
」
以
来
、
「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
」
『
経
済
学
・
哲
学
手
摘
』
を
へ
て
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
ま
で
、
一
貸
し
て
一
八
世
紀
以
降
の
階
級
的
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
社
会
の
分
析
に
集
中
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
の
特
殊
的
歴
史
的
側
、
、
、
、
、
、
、
体
と
し
て
の
近
代
市
民
社
会
の
分
析
を
介
し
て
、
そ
の
土
台
と
し
て
の
「
物
質
的
な
生
活
関
係
」
と
し
て
の
い
わ
ば
広
義
の
市
民
社
会
を
抽
出
し
た
。
土
台
と
し
て
の
市
民
社
会
の
設
定
は
、
そ
の
上
部
に
さ
ま
ざ
ま
な
上
部
術
造
の
層
を
認
識
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
し
か
し
、
私
は
、
さ
き
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
の
史
的
唯
物
論
は
、
そ
の
初
期
の
市
民
社
会
論
と
く
に
歴
史
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
考
察
が
機
軸
に
な
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
独
得
さ
れ
た
市
比
社
会
概
念
の
砿
屈
性
す
な
わ
ち
土
台
（
生
産
と
交
通
形
態
）
Ｉ
上
、
、
、
、
、
、
部
柵
造
（
現
災
の
市
民
生
活
で
あ
り
、
か
つ
国
家
に
対
抗
す
る
理
念
）
が
歴
史
質
迦
的
な
史
的
唯
物
論
の
化
合
ｌ
上
部
柵
造
論
に
瀧
備
さ
れ
た
と
考
え
た
い
。
国
家
に
対
抗
す
る
叫
念
と
は
、
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
の
歴
史
的
考
察
で
明
ら
か
に
な
っ
た
、
国
家
に
代
わ
る
真
な
る
共
同
体
の
肌
純
醐
念
で
あ
る
．
そ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
の
「
．
ｉ
‐
ソ
Ｉ
そ
れ
は
枇
会
に
よ
る
剛
家
樅
力
の
両
吸
収
」
（
『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
内
乱
』
）
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
小
松
氏
も
、
「
シ
ト
ワ
ィ
ァ
ン
と
し
て
の
『
巾
民
間
の
諸
関
係
芒
に
つ
い
て
、
「
市
民
祉
会
の
こ
の
契
機
は
ア
ソ
シ
ァ
シ
オ
ン
と
い
う
自
由
な
共
同
社
会
の
形
態
に
お
い
て
全
面
開
花
す
る
」
（
皿
頁
）
も
の
と
捉
えている．ものである。
以
上
が
、
小
松
氏
の
市
民
社
会
論
の
所
説
の
検
討
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
問
題
点
で
あ
る
。
マルクスの市民社会論
式化できよう。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
よ
り
、
か
っ
て
の
国
民
生
活
と
政
治
生
活
の
区
別
が
、
そ
の
後
の
「
ア
ン
ネ
ン
コ
フ
ヘ
の
手
紙
」
や
『
哲
学
の
貧
困
」
で
、
狭
義
の
市
民
、
、
、
、
社
会
（
シ
ビ
ル
・
ソ
シ
ェ
テ
）
と
国
家
概
念
と
し
て
区
分
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
ソ
シ
ェ
テ
。
シ
ヴ
ィ
ル
概
念
は
、
小
松
氏
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
社
会
的
櫛
成
の
一
定
の
形
態
」
Ⅱ
「
家
族
・
諸
身
分
・
諸
階
級
の
一
定
の
紺
織
」
と
し
て
歴
史
貫
通
的
な
上
部
構
造
的
側
面
で
あ
り
、
土
台
と
し
て
の
ビ
ュ
ル
ガ
ー
リ
ッ
上
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
と
は区別されるべきものである。しかし、ソシェテ・シヴィルは、他面では歴史的な近代市民社会としてのビュルガー
、
、
リ
ッ
・
卜
」
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
（
そ
れ
は
土
台
と
上
部
擶
造
の
統
一
と
し
て
の
歴
史
的
個
体
で
あ
る
）
と
は
、
そ
の
上
部
構
造
的
側
面
と
し
て
オ
ー
ヴ
ァ
・
ラ
ッ
プ
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
ゆ
え
に
、
矧
怠
す
べ
き
は
、
こ
の
ソ
シ
エ
テ
・
シ
ヴ
ィ
ル
概
念
●
目
休
も
、
第
一
に
、
一
義
的
に
は
「
市
民
間
関
係
」
を
現
す
も
の
で
あ
る
が
、
生
産
関
係
と
そ
れ
に
規
制
さ
れ
る
所
有
関
係
に
拘
束
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
そ
の
「
階
級
的
性
格
」
を
排
除
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
第
二
に
、
協
同
的
な
生
産
と
交
通
を
営
む
国
民
と
国
民
生
活
が
、
国
家
と
し
て
統
轄
す
る
そ
の
階
級
的
制
約
を
除
去
し
止
揚
す
る
場
で
も
あ
る
と
い
う
、
矛
盾
的
二
重
性
を
も
つ
。
し
た
が
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
ソ
シ
ェ
テ
・
シ
ヴ
ィ
ル
と
し
て
の
市
民
社
会
の
こ
の
二
重
性
を
、
（
一
）
市
民
性
と
階
級
性
の
現
実
的
抗
争
の
場
（
Ⅱ
上
部
構
造
概
念
ｌ
）
と
、
（二）、（｜）の発展の止揚として、国家に対崎する規範的・将来社会Ⅱ協同体（アソシアシオン）概念（Ⅱ上部枇造
概
念
２
）
と
し
て
区
分
し
た
と
捉
え
れ
よ
う
。
ロ
、
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
の
理
論
柵
造
以
上
の
よ
う
な
マ
ル
ク
ス
の
方
法
を
ふ
ま
え
て
、
マ
ル
ク
ス
の
市
民
社
会
論
を
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
分
析
を
前
提
と
し
て
独
得
さ
れ
た
概
念
を
軸
と
し
て
再
構
成
す
る
と
き
、
そ
れ
は
、
以
下
の
よ
う
な
「
土
台
ｌ
上
部
構
造
ｌ
将
来
社
会
」
概
念
の
三
重
性
に
お
い
て
定
Ａ
下
部
構
造
と
し
て
の
市
民
社
会
概
念
（
ビ
ュ
ル
ガ
ー
リ
ッ
上
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
）
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れ組
て織
さ休
大Ｉよ
￣、
Ｃ
上
部
柵
造
と
し
て
の
市
民
社
会
（
Ⅱ
国
家
に
対
時
す
る
規
範
的
・
将
来
社
会
）
概
念
（
２
）
「コミューンーそれは、社会（８９のｑ）による国家椛力の再吸収であり、社会を支配し抑圧する力としてではなく
社会自身の生きた力としての、人氏大衆自身による国家の再吸収であり、この人氏大衆は、自分たちを抑圧する組織
「労働者階級は、その発展において、諸階級とその敵対関係を排除する一つの協同体（目の口⑫⑫月旦一・口）をもって、
古い市民社会（］・ロロＱの目の⑪ＣＱ呵威Ｑぐ一一の）におき代えるだろう。そして、本来の意味での政治椛力はもはや存在し
ないだろう。なぜなら、まさに政治権力》」そ、市民社会（汀の月風のＱぐ】］の）における敵対関係の公式の要約だから
「
こ
れ
ま
で
の
す
べ
て
の
歴
史
的
諸
段
階
に
当
然
存
在
し
た
生
藤
諸
力
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
逆
に
そ
れ
を
規
定
し
か
え
す
交
通
形
態
、
、
、
、
とは、市民社会（日の目口『ぬの『一一・コの○の⑫の］］い、ゴロ沖）のことである。……この市民社会が、全雌史の真のかまどであ
り、郷台である……。」（『ドイツ・イデオロギー』）
「
市
民
社
会
そ
れ
自
体
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
と
と
も
に
だ
け
発
展
す
る
の
で
あ
る
が
、
生
産
と
交
通
か
ら
直
接
的
に
歴
開
さ
れ
る
社
会
的
組
織
体
は
、
い
つ
の
時
代
に
も
国
家
お
よ
び
そ
の
他
の
観
念
論
的
上
部
柵
造
の
土
台
を
な
し
て
い
て
、
た
え
ず
こ
れ
と
同
じ
名
前
で
呼
ば
弓ドイツ・イデオロギー」）
Ｂ上部構造としての市民社会概念（１）（イ、ビュルガーリッ上・ゲゼルシャフトⅡ「階級社会」的川面十口、ソ
シエテ・シヴィルⅡ「市民間関係」的側面）
「市民社会（曰のｇＨｍの『一一○すの○の⑩の］］⑪冨沖）という一一一一口葉は一八世紀に現れたが、その時というのは、所有関係がす
でに古代と中世の共同体から抜け出しおえたときであった。市民社会それ自体はブルジョアとともにだけ発展する」
である」
社会（］、目口の【
う。なぜなら、
（『哲学の貧困』
（同）
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マルクスの市民社会論
Ｃｌ「ブルジョア社会の胎内で発匹しつつある生産諸力は、同時にこの敵対の解決のための物質的諸条件をもつく
りだす。したがって、この社会櫛成でもって人間社会の前史は終わる」
なお、補足的に指摘すれば、マルクス市民社会論のこの三頭構成は、グラムシの市民社会論に正統に継承・発歴さ
れ
た
と
い
え
る
。
グ
ラ
ム
シ
の
市
民
社
会
論
は
「
国
家
イ
コ
ー
ル
政
治
社
会
プ
ラ
ス
市
民
社
会
…
…
い
い
か
え
れ
ば
国
家
と
は
強
制
の
鎧
この市民社会の八・Ｂ・Ｃ概念三者の関係は、以下のものとして規定しえよう。
ｌ、歴史縦断的（個体的社会）においては、ＡはＢイを呪疋するが、主要にはＢイとＢロが矛府的抗争を腰川する
場所としてあり、自らＣの理念に向かう過程としてある。２、聡史微断的（社会的変遷）には、Ｃと結節したＢｐの
腰附が、主要にはＡＩＢィ関係の止揚過程として、Ｃを現実化する過限としてある。そして、マルクスは、この両過
程を、「階級社会史観」と「市民社会史観」の統一において把握したと規定できよう。
そして、このような市民社会の三重構成論を軸にして、史的唯物論として整備したものが『経済学批判』「序言」
的
権
力
に
代
わ
っ
て
、
「全集」Ⅳ巻、叩頁）
の定式といえる。
ＡＩ「物質的生産諸力の一定の発展段階に対応する生産関係」
Ｂイー「物質的生活の生産様式が、社会的、政治的および精神的生活過陛一般を制約する」
Ｂロー「社会の物質的生産諸力は、その発展のある段階で、それらがそれまでその内部で連動してきた既存の生産
関係と、あるいはそれの法律的表現にすぎないが、所有諸関係と矛盾するようになる。……その時に社会革命
の時期が始まる」 彼ら自身の権力を形成するのである」（『フランスにおける内乱』第一草稿、冨向のシ・屈画・の。、。
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（吃）
をつけたヘゲモニーである」Ｌ」の把握を杣に、以下の柵成をとっているからである。
Ａ
、
下
部
榊
造
と
し
て
の
市
民
社
会
「
こ
の
国
家
（
自
山
国
家
１
筆
者
）
は
、
そ
れ
自
体
の
方
法
に
よ
っ
て
、
『
市
民
社
会
」
の
次
元
の
う
ち
に
、
歴
史
的
発
展
を
経
て
、
産
業的集中と独占の体制に達する」（い③』⑤§§い｛ゴミｓ⑲、冴○謎」こ○§８討旦煙菖ご嵐・のミョ風の臼庁のＱｇＱ
Ｂｐ⑭」貝ＢｑＣ・餌・口『のｇＱｚ・の目［戸Ｐ当『【⑦ロ８回目三厨目『戸ロ・ｍＣｍ．『グラムシ選集』合同出版、三巻、皿頁）
Ｂ
、
上
部
榊
造
と
し
て
の
市
民
社
会
「
さ
し
あ
た
っ
て
、
上
部
柵
造
の
大
き
な
『
次
元
を
」
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
つ
は
、
『
市
民
社
会
』
と
呼
び
う
る
も
の
、
す
な
わ
ち
「
私
的
』
な
も
の
と
よ
ば
れ
る
諸
機
構
の
全
休
の
『
次
元
』
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
『
政
治
社
会
』
も
し
く
は
『
国
家
』
の
次
元
である（目ｐ》Ｃ・阻ｍ・同、一巻、畑頁）
Ｃ
、
将
来
社
会
と
し
て
の
市
民
社
会
「
市
民
社
会
は
、
国
家
の
到
達
点
が
国
家
自
身
の
終
焉
、
す
な
わ
ち
自
己
自
身
の
消
滅
で
あ
る
こ
と
、
い
い
か
え
れ
ば
政
治
社
会
を
市
民社会に再吸収（岳の円の‐ロウの。『日・ロ。命□・一屋８］⑫。Ｑのご）】口８．三一⑫。Ｑのど）することを主張する原理体系を創
出することができる」（旨Ｐｂ・口団・同、四巻、弧‐５頁）
以上が、リーデルの市民社会の概念史論と小松善雄氏のマルクス市民社会論の批判的検討にもとずく、私の新たな
マルクス市民社会論の把握であり、問題提起である。
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マルクスの市民社会論
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
が
、
以
上
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
土
台
ｌ
上
部
柵
造
ｌ
将
来
社
会
の
三
亜
構
成
を
も
っ
て
成
立
す
る
も
の
なら、その現代的意義はどのようなものか。その主な諸点は以下のものとして列挙しえ上犯・
イ、マルクス川回想の「土台」としての市民社会論
従
来
、
国
家
主
義
的
社
会
主
義
の
も
と
で
の
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
マ
ル
ク
ス
の
思
想
を
主
と
し
て
「
階
級
社
会
史
観
」
も
し
く
は
「
階
級
一
元
主
義
」
の
も
と
に
包
接
し
て
き
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
マ
ル
ク
ス
の
思
想
に
は
、
こ
れ
ま
で
つ
と
に
軽
視
な
い
し
猟
祝
さ
れ
て
き
た
「
市
民
社
会
史
観
」
が
存
在
す
る
。
こ
の
史
観
は
、
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
社
会
の
解
明
を
媒
介
と
し
、
階
級
社
会
史
観
と
結
接
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
否
む
し
ろ
、
市
民
社
会
史
観
は
、
古
典
的
市
民
社
会
概
念
を
継
承
し
、
階
級
社
会
・
国
家
の
止
揚
を
媒
介
と
し
「
自
立
し
た
諸
個
人
の
政
治
的
共
同
体
」
を
具
現
化
す
る
点
で
、
よ
り
普
遍
的
な
歴
史
観
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
社
会
構
成
体
分
析
に
お
け
る
「
土
台
」
と
し
て
の
市
民
社
会
は
、
同
時
に
、
自
由
で
平
等
な
「
生
産
と
交
通
」
の
協
働
的
発
展
に
も
と
ず
く
「
協
同
体
（
ア
ソ
シ
ァ
シ
オ
ン
）
」
形
成
思
想
の
提
示
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
は
、
マ
ル
ク
ス
思
想
の
隠
蔽
さ
れ
て
き
た
思
想
的
中
軸
と
し
て
、
そ
の
豊
か
な
再
規
定
・
再
構
成
を
要
請
す
る
も
の
と
い
え
る
。
ロ
、
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
と
民
主
主
義
「
上
部
構
造
」
と
し
て
の
市
民
社
会
論
の
設
疋
は
、
協
勧
的
「
生
産
と
交
通
」
関
係
と
階
級
的
・
抑
圧
的
国
家
、
国
民
生
活
と
政
治
生
活
と
の
間
で
の
、
民
衆
と
樅
力
、
非
支
配
者
と
文
配
者
と
の
捻
抗
の
場
の
設
定
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
端
的
に
、
国
家
に
お
け
る
支
配
ｌ
非
支
配
関
係
の
、
市
民
社
会
ま
た
は
社
会
に
よ
る
協
同
・
共
生
関
係
へ
の
「
再
吸
収
」
ま
た
は
復
元
過
程
と
し
て
の
民
主
主
義
の
展
開
の
場
所を意味しよう。現代社会における民主主義の方向は、基本的には、普遍的・社会的生産の発展にもとづく人格的独
結
び
に
か
え
て
ｌ
マ
ル
ク
ス
市
岻
社
公
論
の
塊
代
的
愈
義
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ハ
、
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
と
社
会
主
義
国
家
主
義
的
社
会
主
義
が
、
少
な
く
と
も
経
済
的
「
平
等
」
と
政
治
的
不
自
山
、
国
家
（
階
級
）
と
個
人
（
市
民
）
と
の
矛
盾
な
ど
を
解
決
し
え
な
か
っ
た
ゆ
え
に
肋
壊
し
た
と
す
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
は
市
民
社
会
の
全
面
的
開
花
を
城
雛
に
し
た
、
す
な
わ
ち
諸
個
人
の
政
治
的
・
経
済
的
・
人
間
的
解
放
を
目
途
と
し
、
こ
れ
ら
市
民
柵
互
の
自
由
と
平
等
を
確
立
す
る
将
来
社
会
た
る
協
同
体
の
樹
立
を
迫
る
も
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
そ
れ
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
現
代
社
会
の
「
打
倒
」
に
お
い
て
だ
け
で
は
な
い
、
「
止
揚
」
と
し
て
の
新
し
い
社
会
主
義
像
の
再
構
築
を
迫
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
に
か
か
わ
る
以
上
の
諸
点
は
こ
こ
で
は
列
挙
に
終
わ
っ
た
が
、
そ
の
継
続
し
た
研
究
は
、
マ
ル
ク
ス
思
想
の
研
究
者
・
社
会
科
学
打
の
今
後
の
共
通
の
皿
論
課
趣
で
も
あ
ろ
う
。
私
Ⅲ
身
、
他
日
を
期
し
て
本
稿
を
閉
じ
た
い
。
立
性
と
平
等
性
の
契
機
と
そ
れ
を
空
洞
化
す
る
資
本
ｌ
労
働
関
係
を
軸
と
す
る
資
本
Ｉ
全
社
会
の
矛
盾
的
契
機
の
、
拮
抗
の
過
程
と
し
て
あ
る
。
こ
の
上
部
構
造
と
し
て
の
市
民
社
会
に
お
け
る
民
主
主
義
形
成
の
過
程
こ
そ
、
狭
義
の
階
級
闘
争
と
リ
ン
ク
し
ま
た
そ
れ
を
包
接
、
、
、
、
、
、
する社会的運動（グラムシの民衆的ヘゲモーーー確立過程）であり、市民社会全体の発展の不可欠な主導力と確認で
きよう。Ｔ訂、-ノ
九
○
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
市
民
社
会
論
の
主
な
文
献
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
Ｃの○｛｛シコロ『の三⑫８．．Ｑ（厨§冬琶》Ｐ⑪三「の。ｇ陣三一⑪ゴロ『〆己の』
団・の．Ｂロ『ロの『８．．９（吋胃答曾§且②Ｃａ９．局。ｑ・、シ○両．』の①②
ロェの一。のＰ・弔ャｏ８Ｒぢひ「ロ§§日Ｑ・で○一一亘勺「⑦めい・』の①②
」．ｒ○○コの。伜シ・鈩日［ＰＱ＆』②ＣＱ討曾ロヨ（昼刃）臼胃貝『意。ｑ・三コで『の閉．』の①△
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河
村
艶
訳
『
市
民
社
会
の
弁
証
法
』
（
お
茶
の
水
譜
房
、
一
九
八
三
年
）
が
あ
る
。
こ
の
譜
は
、
近
代
以
降
が
中
心
で
察として優れたものである。
（３）小松善雄「現代の社会Ⅱ歴史理論における市民社会概念の考察－戦後日本の市民社会論史によせて」
論築」第８巻第１号、念わ』頁（東京農業大学産業経営学会、’九九七年一二月）
（４）ト白目旨目耳團・日Ⅸ国。ロ肝⑪・向くのｑＢｐ。〃ロロ日ｑ・
水川洋訳『リヴァイァサン』、岩波文肛。とくに、第一部二一章参照。
（５）］すｏｐＦｏｎ【の．】ざ・早目斡周＆。。ごミミミ．。§□１月の□曰く⑯『⑭ご勺『の閉．】Ｃｓ．
ｐ三伽○○『の、。『・駕恩』属員」旨Ｎａ可骨甘疽ａｇヨョ§吋討・口目ぐの『⑯ご・［ミ巴の勺『の脇・』８⑪
加藤哲郎『社会と国家』、岩波掛店、一九九二年。
平田清明『市民社会とレギュラシオン』、岩波書店、一九九三年。
田中正司「市民社会理論と現代』、お茶の水書房、一九九四年。
巧塚漱二『〈現在〉市民社会の社会哲学的瀦察』、お茶の水播房、一九九五年。
平川淌明『市民社会思想の古血と現代』、有契柵、一九九六年。
庄司興吉他編『現代市民社会とアイデンティティ」、梓出版社、一九九八年。
八木妃一郎他編『復権する市民社会論』、日本評論社、一九九八年。
（２）三口。［『巴幻】８．一・Ｗ酉竺司§且○厨Ｓ§荷．：、。の日震の８１ｍ・ロのロ伊の〆｝六・コ，の四ｓ片貢』苛苛の冒目Ｃ凋蔓丙．、ｇ
ｍ３⑭［【］の耳くの１伽的のｏヨワ餌ＰＣＯ・【ｐの日耳、口『【・口：。＄「８口目穴□２戸：三ｍ目い、陣『頃の『］］ｏゴの○の⑭の二⑭。ゴロ〔［・ロＰ⑬。
Ｍ・リーデル『市民社会の概念史』（河上倫逸、常俊宗三郎編訳、以文社、一九九○年）。ただし、訳文は必ずしも訳本ど
おりではない。以下も同様。
なお、これ以外の市民社会論の全般的考察として、
い：『の。Ｂ穿巴の『・□昔冒蔦ｇＱ員吻。（計々・ぐ目の。『８ョ伜○・ｇｂｍ・く・』の『の
河村艶訳『市民社会の弁証法』（お茶の水譜房、一九八三年）がある。この謝は、近代以降が中心であるが、
「オホーツク産業経営
社
会
科
学
的
考
1５１
（２）「現代民主主義の思想』（背水耕店、一九九○年）
（３）。社会』主義を再考する」佐藤和夫編「「近代」を問いなおす』（大月瞥店、一九九四年）
（４）『マルクス思想の現代的可能性』（大月槽店、一九九七年）
（皿）之図烏己ご目（』片官凋§“霊邑旨時§２．円目日巨９ｓ目豚＆§苞８百科’ご・詞決ミロロロミ向匂衛冴・□の；８の
いの】厨９１陣昏『勺三一○の８三の．このの、Ｓ・
花
崎
染
平
訓
『
新
版
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
合
同
新
桝
。
（
、
）
具
体
的
な
も
の
か
ら
の
抽
象
的
な
も
の
の
仙
出
（
『
経
済
学
批
判
』
「
経
済
学
の
方
法
」
）
は
マ
ル
ク
ス
の
独
自
な
方
法
と
い
え
る
が
、
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
市
民
社
会
か
ら
雌
史
凹
迦
的
な
市
民
社
会
概
念
の
抽
象
に
つ
い
て
は
、
私
の
『
マ
ル
ク
ス
思
想
の
現
代
的
可
能
性
』
一
七
頁
参
照
。
ま
大河内一男慌訳『国揃論』、巾公文順。
（７）］，］・幻・口用８口．□漬。§（己８３具冊：『＄８日ロ］の（の⑭い》のローニョロａ・
桑原・前川訓『社会契約論』、岩波文雌。
（８）○・三・句・西の、。］・◎胃且』獣§且ミミ号⑫８蔦鳥の幻砲・首②三の『【のご侭三目烏思ゴロの。『・の目『百日□くの１口侭・
麟
野
・
赤
沢
訓
『
法
の
哲
学
』
、
世
界
の
名
薪
三
五
、
中
央
公
論
社
。
（９）私のマルクス市民社会論に関わる文献は、以下のものである。
（１）「グラムシの市民社会論－思想史的一巻察」（一）（二）、『社会労肋研究』第沁巻１号、２号、一九八九年（のち、文献２
糾飼傭成『市民社会論」、岩波文脈。
（６）妙。ｍ日のヨー岳・曰●胃学冑司員の§ｓ詞目（・８戸のロワ］ｐｐ幻口ロゴ四匹口コロン・伊・巨凹ｏ〔』の．ロケの『巨勺『のいの・旧○コ。。Ｐ『ｍＰ
水川洋訳『道徳感价論』、筑廠撫房、一八七三年。
抄８コ】⑩日菖・担斡」尽き〕乱貫・＆こく日冒⑤§貝ＰＫ②。②旦罵冒貝ＳＱｓＱ」二口§；弓すの目一ぐの【硯ご・「○国Ｂい・
抄
。
、
日
⑭
ョ
、前のいい』の『の。
に収録）
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（
旧
）
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
が
経
済
主
義
・
規
定
還
元
主
義
・
階
級
還
元
論
な
ど
を
排
す
る
と
い
う
小
松
氏
の
主
張
に
は
私
も
基
本
的
に
同
意
見
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
現
実
的
災
践
的
愈
溌
に
ふ
れ
る
。
た
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
ク
レ
ー
ダ
ー
『
市
民
社
会
の
弁
証
法
」
第
一
章
Ⅶ
「
市
民
社
会
と
そ
の
批
判
」
参
照
。
（
皿
）
グ
ラ
ム
シ
の
市
民
社
会
論
に
お
け
る
土
台
ｌ
上
部
柵
造
ｌ
将
来
社
会
の
概
念
の
三
並
性
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
私
は
す
で
に
「
現
代
民
主
主
義
の思想」第四章で考察した。
な
お
、
小
松
氏
が
「
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
市
民
社
会
（
上
部
構
造
と
し
て
の
市
民
社
会
ｌ
筆
者
）
を
『
公
的
社
会
」
と
み
な
し
て
い
る
の
に
対
し
、
グラムシは『私的社会』と理解している点に川述がみられる」（皿頁）とされるのは首肯できない。「アンネンコフの手紙」
に
お
い
て
、
市
民
社
会
が
「
社
会
的
編
成
」
と
し
て
、
そ
の
「
公
的
表
現
」
と
し
て
の
政
治
的
国
家
に
対
置
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
が
マ
ル
クスにおいても内容的に「私的社会」であることは川脇であろう。ここでの「公的社会」はプルードンの川諮・川法を川い
犬
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
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